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海の生物生産に果たす森林の役割
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森林が果たしている役割について，防風，防雪，山崩れ防止，騒音防止，水源
かんよう

酒養あるいは水鳥や小動物が集まり，私たちの心を和ませる精神的な効果，森林

浴等主に陸での効果がよく知られているが，海の生物に対する効果として，古く
いしゆう

から魚付保安林といって，森林が魚の蜻集に効果のあることが知られていた。し

かし，現在では死語に近くなってしまった。

日本近海を見ると，年々水産資源が枯渇し，特に北海道の日本海側では漁業だ

けでの生計は極めて困難になってきている。北海道日本海側の沿岸の岩石や岩盤

には，コンブ．ワカメ，ホンダワラ等の有用海藻が全く繁茂しない海の砂漠化が

進行している。肉眼では，白いペンキを塗ったように，主に炭酸カルシウムであ

る石灰藻が覆っている。

石灰藻に覆われた岩石，岩盤には，コンブ等の有用海藻が繁茂しない理由とし

て，禰灰藻がコンブの胞子を殺す化学物質を溶出していることが考えられる（残

念ながら，私どもはまだこの化学物質を同定することはできていない)。石灰藻上

にはコンブ等の海藻のみならず，普通の岩や岩盤に見られるフジツボ，カラス貝
はくり

も全く着床していないが，これは石灰藻の表面が剥離するからである。したがっ

て，着床生物は何も生育しない不毛の世界となるのである。

私は石灰藻が覆った現象を海の砂漠化と呼んでいる。～化とは，例えば地球温

暖化というように，人間が意識しないで成した行為によって引き起こされる現象

を～化という。したがって，石灰藻が覆う現象も人間が知らず知らずのうちに引

き起こした現象と私は考えており，海の砂漠化の表現がベス1,だと考えている。

後述するように，北海道日本海側の石灰藻拡大の要因は森林の消失によるものと

私は考えており，これらを含め森林が海の生物生産に果たしている役割を考える

ことにする。最初に昔の沿岸海域を考えてみよう。

はじめに

開発される以前の

沿岸海域
私たちは，現在の沿岸海域を見ているだけで，陸を含めた過去を振り返らない

欠点を持っている。つまり，現在の沿岸海域の変化は長年にわたって生じた変化

であって，昨日，今日に起こった現象ではない。氷河期が終わった1万年前にさ

かのぼる必要はないものの，少なくとも50～100年前の日本海を考えないと砂漠

化の原因は解明されないだろう。陸の砂漠化も進んでいるが，これについても現

在だけ見ていては砂漠化拡大の要因はつかめない。海の砂漠化も同様である。
＊北海道大学
水産学部教授

林業技術No.6281994.7
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写真･1石灰藻に覆われた岩石（黒い斑点はウニ） 写真･2日本海側の海岸（北海道）

私たちはさらに重要な点を見落としている。数百m,数km以内の沿岸海域のブ

ランクl､ンの増殖，海藻を成長させる栄養素はどこからきているかである。暖流

水系の栄養素は低く,寒流系のそれは高い。つまり,寒流系の海域ではプランクト

ンを増やす能力が高い,つまり魚が多いことを意味しているが,これはずっと沖の

現象で，ごく沿岸は陸から供給される栄養素によって生産力が高められているの

である。一例として，函館湾に流入している久根別川河口における生産力（プラ

ンクトンを増やす能力）は，河川水の影響しない海水と比べると50～100倍高い

生産力を示している。沿岸に森林が存在していたころには，河川水，沢水として

栄養素が沿岸に注ぎ込まれ，陸の熱帯雨林に匹敵する高生産海域を形成していた

と考えて間違いないだろう。日本海に現在流入している河川水,沢水量は50～100

年前と比べると，激減しているのである。つまり，森林の消失により保水力が著

しく低下しており，陸からの栄養素の供給が激減したと考えられるのである。

森林（腐植土）から
溶出する栄養素

岩石の風化は物理，化学，生物的風化を伴うが，生物的風化作用が海の光合成

生物には最も重要である。枯葉，枯枝のバクテリアによる分解とともに，その分

解生成物が鉱物に作用し，鉄を水に溶解可能なフルボ酸一鉄錯体にする。

フルポ酸とは，バクテリアによって分解されないで残存した有機物が，腐植土

中で化学的，微生物的作用で合成された物質である。これは多くの金属を錯化す

る機能，つまり金属特に鉄を水に溶ける形態にする働きをしている。

海に溶出したフルボ酸一鉄はプランクトン,海藻の光合成生物に速やかに摂取

され，プランクトンの増殖，海藻の成長に極めて有効に働いているのである。も

し，フルボ酸が存在しなければ，河川や海に運ばれた鉄は粒子になってしまう。

粒子になった鉄では，光合成生物はそれを直接利用することは不可能で，わずか

に粒状鉄から溶解した，つまり水に溶けた鉄を利用し，生育するだけで精いっぱ

いの状態である。

コンブの品質は1等から雑コンブまでに分けられるが，等級は厚みや黒光りし

た色によって決まる。鉄はコンブの補助色素を含めた光合成色素濃度を高め，硝

酸塩の摂取を容易にし，厚みを増す働きをする。昔から，河口域のコンブは最高

林業技術No.6281994.7
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海の砂漠化

海の砂漠化拡大の

要因

級品質とされているし，河川水の影響しない場所でのコンブの成長と比較すると

1カ月も早いといわれている。腐植土からは鉄ばかりでなく，鉱物，枯葉等の分

解により，リンや窒素も河川を通し海に運ばれており，海の生物は森林の恩恵を

受けているのである。森林があって初めて，沿岸海域の生産力は陸の熱帯雨林に

匹敵する生産力を有するのである。

沿岸の岩石や岩盤に，北海道ではコンブ，ワカメ，ホンダワラ，海藻が生育し

なくなった状況を，一般に磯焼と呼んでいる。昔，黒潮暖流水が伊豆半島の沿岸

寄りに蛇行したため，アラメ，カジメ，ホンダワラ等の海藻が水温上昇により枯

死した現象を，伊豆半島の漁師は磯焼と呼んだ。この現象は黒潮の蛇行ｶﾖやめば，

数年で海藻が繁茂するのである。しかし，北海道の石灰藻が覆った現象は永久に

有用海藻が生育しないので，これらは明確に区別しなければならない。

北海道の場合，コンブが繁茂した状態を海中林というが，この海中林は産卵の

場，稚魚の生育の場であり，海水を浄化したり，海中林で1つの生態系が成り立

っている。幻の魚ニシンは海藻にしか産卵しないので，海藻のない現在の日本海

にはニシンは戻ってこない。

次に石灰藻が拡大した原因を考えてみよう。

水温上昇，食害説

現在考えられているのは，水温上昇説とウニ，アワビがコンブ等の芽を食べて

しまう，いわゆる食害説がある。

水温上昇説はあまり意味がないと思う。なぜなら，九州と北海道の水温を比較

すると春では10℃も北海道のほうが低いので,南から砂渕上が進行しなければな

らない。逆に北の北海道で砂漠化力§広がり始めたのである。また，北海道におい
すつっ

て，日本海側の寿都より平均水温で3℃も低い太平洋側の浦河でも砂漠化現象は

見られ始めている。

誌面の関係上，データは示さない力弐,昭和16年からのデータを見ても，現在の

水温が上昇したという事実はない。しかも，水温が上昇すれば石灰藻が繁茂する

という科学は何も存在しない。

食害説について，50歳以上の人の話では，子供のころ素足で日本海側の海に入

れなかったと述べている。つまり，日本海側の磯ではウニのとげが足に刺さるの

で，素足では海に入れなかったというほど多くのウニ，アワビが生育しており，

同時にコンブ，ワカメの海藻が繁茂し，両者が共存していたのである。素人の私

たちが疑問に思うのは，多くのウニ，アワビがこのときから海藻の芽をなぜ食べ

なかったのか，つまり，昔から砂漠化しなければ説明ができないのではないだろ

うか。当時は冷凍技術が進歩していなかったので，家庭で食べる量だけのウニ，

アワビしか取らなかったのである。その後，冷凍技術，流通の進歩とともに，ウ

ニ，アワビの資源は減少しだしたが，資源が減少しだしてから砂漠化が広がって

いるので，食害では説明がつかない。また，太平洋側でも有用海藻が着床してい

ない岩石が見られるが，これに石灰藻が着床して白くなっているわけでもない。

林業技術No.6281994.7
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つまり海藻がなくなれば石灰藻が着床するという科学は何も存在しないのである。

森林の消失等による陸原因説（松永説）

日本海を丹念に見て回ると，日本海のすべてが砂漠化しているわけではなく，

河川の影響する脆囲には，コンブ等の有用海藻が繁茂しており，漁師はここでウ

ニ，アワビを取っている。つまり，河川水が影響する海域には有用海藻が繁茂し，

ウニ，アワビが生育しているのである。また，日本海と同じ暖流水系である函館

から恵山にかけては，砂漠化しているわけではなく，マコンブ，ウニの産地にな

っている。ここには，山林が沿岸まで迫り，河川水や多くの沢水が流入している。

つまり，河川や沢水の流入と砂漠化が関連していると考えられるのである。

水深が数mになると,河川水は海面を拡散し,コンブ等の生育する底層とは無関

係になってしまうため，河川水と底層を結び付ける物質として，まず鉄を考えた。
つまり，鉄は粒子であるため，あらゆる化学物質を吸着．凝集し，底層に運ぶ役

目をしていると考えたのである。当時からこの前提を基に，鉄の測定をこれまで

行ってきた。

道東の河川水と海域(数km}沖）について調べてみると，いずれも極めて高濃度

である。この要因として，森林というより湿地帯によるものと考えられる。この

湿地帯は森林の腐植土と同等の機能を有していると考えてよい。なお，水田も同

様の機能を有しているものと思われる（さらに今後検討する)。

日本海側の河川水中の鉄は道東に比べたら1ケタ低い(数10"g/4)。また，海

域について見ると，砂漠化地帯の鉄は外洋に匹敵するほど低い(0.1"g/4以

下)。つまり,河川水の影響がないことを意味している。一方，河口の鉄は河川の

影響を受け，数拠g/4の鉄が検出されている。

函館から恵山にかけて（小安から西戸井）水深10mの地点での鉄を測定した

が，数"g/.@の鉄が検出され，しかも塩分が数％程度低いことから河川の影響を

林業技術No､6281994.7
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おわりに

受けていることがわかる。後述するように，鉄が検出されていることは，石灰藻

の繁茂を防ぐ化学物質も存在していると考えてよい。つまり，鉄濃度の高い道東，

小安から西戸井の海域では砂漠化が生じる可能性は極めて低いことを意味して

いる。

ここで，鉄について述べる。地殻には5％もの鉄が含まれ，常在元素の1つで

あるが，岩石（鉱物）に含まれている鉄は結晶格子に入っており，容易に水に溶

け出さない。つまり，地殻中の濃度が高くても，光合成生物には全く無関係な鉄
なのだ。

鉱物中の鉄が光合成生物に利用される形態に変化するには，森林の枯葉等と鉱

物が入り混じった腐植土屈が必要である。

鉄はフルボ酸と錯体を形成し，しかもFe(11)の形態で河川，沢水を通して海

に流入する。海に流入したフルボ酸一鉄錯体の一部あるいは大部分(濃度によっ

て異なる）は塩による凝集効果により凝集し，大きな鉄粒子とともに底層に沈降

する。

錯体を形成しなかった鉄は酸化鉄の粒子として海に流出する。光合成生物に最

も有効に作用するのが，フルポ酸一鉄である。粒子状の鉄には種々 の形態(無定

形から結晶形まで）があり，一概に鉄の溶解度は論じられない力ざ，ごくわずか水

に溶解し，溶解した鉄イオンが光合成生物に利用されている。

石灰藻の拡大を防ぐ化学物質について，エゾイシゴロモの四釧包子を用いる実

験を行った。コントロールでは10日後，約46％の胞子が生きていたが，フルボ

酸一鉄，河川の懸濁物質(1mgC/4)の添加では，数％しか生存しなかった。

さらに,フルボ酸の構成成分である没食子酸一鉄,ピロガロール鉄(約0.1mgC/

.0)の添加では胞子は生存しなかった。タンニン酸一鉄（約0.5mgC/4)で

は，数％の生存であった。用いた有機物濃度は天然レベルの下限値と思われる数

値を用いた。さらに，セディメント（堆積）トラップによるフルポ酸一鉄の沈降

Flux(沈降粒子束）を求めたが3～10mgC/m2･hrの値が得られ，河川水の影響

する岩盤上1cm層ではおよそ0.5mgC/2の濃度であった。さらにデータを蓄積

する予定であるが,河川起源のコロイド状のフルボ酸一鉄が石灰藻の拡大を防い

でいると考えられる。

なお，無機的にアラゴナイト（炭酸カルシウム）の結晶形成を阻害する物質(結

晶蒜）として，没食子酸，タンニン酸等（数mgC/.0)およびリン酸塩(6"M)

が報告されている。これらを重ねて考えると，陸原因説（松永説）の信頼性は高
いと考えられる。

森林は沿岸の海藻プランクトンの成長および増殖に大きく関与すると同時に，

石灰藻の拡大を防ぐ2つの効果を有していたことになり，あらためて自然の偉大

さに感動せざるをえない。｜ﾖ本海の砂漠地帯を再生するには，早急に植林を始め

なければならない。森林は地球温暖化の緩和にも貢献しており，森林は日本のみ

ならず世界の財産と考えなければならない時が来ている。興味のある方は，拙著

『森力消えれば海も死ぬ』（講談社ブルーバックス）をお読みください。＜完＞

林業技術No.6281994.7
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個性ある施業技術は今……Ⅲ

木頭林業
さとうたかし

佐藤尚史
罐f＝…函X…証p畠X茨蝉ご"曽弗に…X”悪心初躯

土壌が広く分布している。

気候は温暖多雨であり，年平均気温は13℃，年平均

降水量は3,500mmと多く，降雪は高峰を除いて少な

い。

当地域の森林而祇は54,647haを有し,林野率は97

％と高く，うち民有林が50,219ha,国有林が4,428ha

となっている｡民有林の人工林面積は約38,000ha,人

工林率は76％に達し，その蓄積は約884万In3にも及

Ur,1ha当たりの蓄積は232ms,県平均の1.2倍と充

実している。人工林の樹種別面積は,スギが92％を占

め，ヒノキはわずかに7％，マツ等が1％である。特

に，スギ人工林においては，8齢級以上の主伐可能林

分が約34％と増加し，県内では,最も成熟した林業地

となっている。

1．木頭林業の概要

木頭林業は，明治中期以降からスギ板の生産で知ら

れるようになった新しい林業地である。

木頭林業と呼ばれる地域は，県都徳島市より南西へ

約80kmに位置し，那賀川上流域にある木頭村，木沢

村，上那賀町の3町村から構成されている。当地域の

総土地而職は56,368ha,総人口は約6,000人の純山

村地帯である。

地勢は剣山山系と海部山系に囲まれ，中央部を那賀

川が東流し，地形は標高が高く急峻である。

地質は，ほぼ中央部を東西に走る仏像構造線によっ

て北部の秩父帯と南部の四万十帯に大別され，土壌は

全般に埴壌土で,森林土壌型はBD型が多く適潤で,一

般的に深度は深く，地味は概して肥沃でスギに適した
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図･1木頭林業地域の概要図
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2．木頭林業の沿革

木頭林業は，焼畑耕作によって始まったといわれて

いる。古文書によると，当地域で初めて人工造林が行

われたのは，今から約235年前の宝暦8年（1758）ご

ろ，住民が特に願い出て御林内での焼畑耕作の御礼と

して真木（スギ，ヒノキ，モミ，ツガ，ケヤキ）の小

苗を植栽したと記録されている。そして寛政9年

(1796）以降においては，植栽木1,000本につき，

成林したときに30本の御用木を上納すれば，残りす

べてが植栽した者の自由となったこともあって人工造

林が進んでいったようである。

本格的な人工造林が展開されたのは,明治30年以降

である。明治29年,各村に林業組合を創設し，一定の

規約を定め，各組合は毎年約3万本以上を植栽した。

一方，岡田仁平氏は明治29年，県から勧業資金

(補助金)500円を借り受け,奈良県の吉野林業地へ視

察員を派遣し,翌30年,吉野林業地から林業技術者を

招き，樹苗養成法や植栽方法等の講習会を開催し，住

民にW修を受けさせ，また自らも樹苗を養成するとと

もに，模範林を経営する等，木頭全域に組合事業を助

長発展させた。

こうしたことが契機となって，住民は人工造林の必

要性を自覚することとなり，全村に普及されていった。

特に，明治後期から大正時代にかけて造林活動は活発

となり,年間の人工造林面較が500haを超えた時期も

あって，この時代に現在の木頭林業の基盤が形成され

たといえる。

3．伝統的施業技術の特徴

木頭地域の施業技術は，古来より自然的条件を生か

して，スギを主体とした疎植，短伐期施業による大径

材生産を目標として展開されてきたため，特徴的な施

業技術は少ない。

（1）品種

当地域には固定された品種はないが，在来の地スギ

を「木頭スギ」と呼んでおり，温暖多雨で地味肥沃な

自然条件に恵まれ，生育は極めて良好であった。木頭

スギは一般に，枝付きが少なく，樹皮が薄く赤みを帯

びており，心材は淡赤で美しく，幼齢時の成長が早い

のが特徴であるといわれている。

（2）種子および苗木

種子は樹齢40～60年生の優勢木を選定し，10月初

旬より11月の間に採取し,乾燥させて貯蔵した後,翌

春3月中旬より4月下旬の間に播種する。発芽した幼

苗は，翌年の梅雨期まで床替えして山行苗を養成して

材謹技術No.6281994.7

いる。

現在は，精英樹によって造成された採種林から計画

的に種子を採取し，苗木生産者に安定供給されている。

（3）地栫え

当地域の地栫えは焼畑が主体であった。焼畑には，

4月から朧夏の間に雑木林を伐採し，乾燥させた後焼

き払って蕎麦を作る場合と，秋季伐採して林内に放置
ひえま

し，翌春4～5月ごろ焼き払って稗を播き付ける場合

とがあった。いずれの場合にも，焼き払いに便利なよ

うに，伐倒した樹木の枝を切り落とす「コナシ」作業

を行った後，焼き払う。すなわち「山焼き」を行う。

山焼きは林地の周囲に一定幅の防火線を作り，日没前

に尾根付近から火をつけ，山麓に向かって焼き払う。

そして焼き残りものは適当に寄せ集めて焼却する。こ

のようにして作られた焼畑を「コナ」と呼んでいる。

山焼きが終わると，長さ数メートル以上の大きさの丸

太材をほぼ一定間隔に水平方向に並べ，枝条などもこ

こに集めて，傾斜地における土砂の流失を防ぐための

設備が作られる。これを「ネギ（根木)」と呼んでい

る。このような根木を作ることを「スジアケ」作業と

いい，以前は広葉樹林の伐採跡地の地栫えにのみ行わ

れていたが，最近では，スギ人工林の伐採跡地にも行

われている。

近年，山焼きによる地栫えが消滅したため，現在実

施されている「スジアケ」作業は，小丸太や太めの枝

材等で杭を打ち，枝条をそれに添わせて並べる新しい

根木配置（根木間隔は水平距離で5～7m)を行って

おり，この方法が地域全体に普及されている。このよ

うな「スジアケ」作業による地栫えは，地力維持等造

林地の環境保全のためには優れた方法であるといえる。

（4）植付け

植付け本数は焼畑耕作の変遷とともに変化した。す

なわち焼畑耕作が盛んであった明治初期は，農産物の

生産が主であって，スギ苗を植付けるのは耕作者自身

の負担でもあり，その苗木はほとんどが山引苗であっ

たため大通生産ができず，また大径木の生産に目標が

置かれ,単木の肥大成長を期待したことから,1ha当

たり300～500本程度の極端な疎植であった。その後，

焼畑に造林することが有利であること力認められてか

らは,多少植付け本数も増加した｡それでも1ha当た

り800～1,500本程度の疎植で,しかも粗放的な林業が

戦前まで長く続いたようである。

戦後,昭和20年代後半になって，古くから那賀川の

水運に頼っていた木材の搬出方法も，ダム建設により



陸送へと移行し，また木材需要構造の変化に伴って小

丸太の需要が増加したため，植付け本数は1ha当た

り2,000～3,500本程度に増加した。しかし,木材mli格

の低迷や労務不足等により最近の植栽本数は減少傾向

にある。

植付けの時期は3月!:'.旬～4月下旬ごろで，場所に

よっては6月ごろまで植えることがある。男子1人1

日の功程は150～200本程度である。

（5）下刈り

焼畑耕作が実施されていた当時の下刈りには，筋刈

りとく夕刈り（全刈り）の2種類があった。筋刈りは

苗木植栽後数年間，苗木を中心に上下3尺内外の間を

刈り払うもので，全刈りは造林木以外のすべての草木

を刈り払い，つる切り，下枝打ちを兼ねて筋刈りを終

了した後，2～3年間隔に2回ほど実施されていた。

現在の下刈り方法は，ほとんど全刈りであるが，造

林木が大きくなるにつれて根払い程度で済ますことが

多くなっている。下刈り時期は，4～5月ごろより8

月下旬の間に，植栽後5年間は継続して実行されてい

る。

（6）間伐

戦前，当地域は疎植であったことを反映して，間伐

はあまり行われていなかった｡おおよそ15～20年ごろ

に第1回，その後7～8年間隔で2回の計3回，本数

割合にして20%程度の間伐が一般的であったようで

ある。間伐木の選定基準は，劣勢木，幹に損傷・欠点

のあるものに重点を置いて，優良個体の成長の妨げに

なるものを除去しながら，全体の樹冠の配置を均一に

するよう心がけていたようである。

戦後においては，植栽本数も1ha当たり3,000本

前後に増加したため，間伐による密度管理が必要とな

り，現在では新しい育林技術体系に基づき積極的な|H1

伐が推進されている。

（7）主伐

木頭林業は，古来より疎植，大径材生産を目標とし

た施業体系であったことから,伐期齢は35年前後の短

伐期であった。しかし，最近の材価の低迷，林業生産

の停滞傾向等により，伐採時期が先送りがちとなり，

近年，平均伐期齢は50～60年と長伐期化の傾向にあ

る。

伐採は時期により春伐，秋伐，寒伐に区分されるが，

最も広く行われているのは8月の土用のころから10

月までの間に行う秋伐である。

伐採方法は一般に山頂部から始め，上方に伐倒しつ

9

つ谷側へと伐採していく。伐倒木は梢端部を4～5m

残して枝払いし，いわゆる「葉枯らし乾燥」を3カ月

間程度実施していた。戦後，林業機鯛この進展により，

一時,葉枯らし乾燥も途絶えていたが,昭和50年代中

ごろから優良大径材を生産している若手の森林所有者

グループ（林業クラブ青年部）によって葉枯らし乾燥

が復活され，川下サイドからも好評を得て，地域内に

普及されている。

4．新しい施業技術体系

昭和40年代に入ると林業を取り巻く諸情勢は一段

と厳しくなり，量的生産を目標に展開してきた木頭林

業も，生産材の市場での品質の不評や合板材との競合

等により市場性が低下してきたため，良質材生産への

転換が必要となってきた。

そこで，県においては木頭地域の新しい林業経営の

展開を促進するため,昭和48年度に木頭地域の森林生

育状況調査を実施し，スギの密度管理図を作成すると

ともに木頭地域の育林技術体系の検討に努め，新しく

次の3つの施業体系を策定している。

①密植施業体系

多植(1ha当たり4,000本植栽）

鶴絢施業~に蕊駕鰹職豐醗
②標準施業体系

中庸植(1ha当たり3,000本植栽）

集約施業~に蕊駕駕署協謙
③省力施業体系

疎植(1ha当たり2,000本植栽）

省加蝉~[二蕊瀦墓願蕊鮠罐

この施業体系における良質材の生産方法としては，

伐期を長くして自然の力で質を高め，いわゆる天然林

に近い材質を持つ大径良質材を生産する方法と，集約

な管理手入れを行い比較的短伐期で良質の柱材や小角

材を生産する方法とを提案している。また，植栽本数

の推移状況や林家の経営条件の多様性等地域の実態を

考慮して，各林家が自主的に選択・適用が可能なよう

に施業体系が区分されている。

この3つの施業技術体系は,いずれも伐期齢は60年

を目標とし，植栽本数の相違によって，下刈り，枝打

ち，つる切り，除伐，間伐等の育林技術を異にしたも

林業技術No.62819947
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のである。

したがって，林家の経営条件の多様性から，柱材や

小角材の生産を目標とした短伐期経営を目指す場合に

は，各施業体系を実施するなかで，短伐期(30～35年）

で主伐することができる施業体系となっている。

これらの施業体系の導入に当たっては，個別林家の

所有森林ごとに，地位級，地利級および森林資源の枇

造に応じて選択適用できることとし，森林施業計画作

成指導等を通じて，森林所有者への普及・定芳に努め

ている。

なお，当地域の標準的施業体系を示すと図・2のとお

りである。

5．今後の展開方向

現在，木頭地域における民有林のスギ人工林面穣は

35,000ha,蓄積は857万m3,1ha当たりの蓄積は

244m3と充実している。今,8齢級以上のスギ人工林

蓄積を見ると，約6割に当たる519万rn3もあって，こ

れを毎年20万In3ずつ伐採していくと約25年間は安

定供給できることになる。しかも，スギ人工林は毎年

29万rn3も成長しており,21世紀になるとスギ人工林

の大部分が主伐適期を迎えるため，資源面から見ると

木材供給力は飛躍的に増大するものと予想される。

一方，当地域では過疎化の下で，林業従事者は現在

319人となり，過去10カ年間に約6割も減少し，しか

も50歳以上が65％と高齢化が進行している。森林資

源を持続可能な資源として維持・管理するためには，

担い手対策の充実・強化に努めることが急務となって

いる。

さらに，当地域は歴史的経緯から不在村者の所有森

林が多く，私有林面積の62％を占め,適伐以上の人工

林は大森林所有者に偏っている。当地域の林業経営タ

イプを見ると,不在村者を中核とする100ha以上の大

規模経営と,在村者による20～100haの中規模経営お

よび20ha以下の小規模零細経営に大別される。これ

らの戸数比は1：6：93であり，面積比は47：23：30

となっている。

こうした現状の中にあって,当地域では昭和43年度

から木頭村に林業構造改善事業が導入されて以来，当

地域内には森林組合共販所の設置，小径木加工場，台

形集成材工場および大型の中目材専門製材工場等が整

備され，素材供給基地から高付加価値製材製品の供給

基地へと脱皮が図られている。

また，去る平成4年10月，広域合併によって新しく

誕生した木頭森林組合（木頭村，木沢村，上那賀町お

林業技術No.6281994.7

除伐（Y年）

函窪画■…

珂亜函…図

耐】回間伐（】8年）

、■四四…

、唾罰司砺恩

膜打ち

時期《枠齢）

技打ちり高2

第1回

6年

1.5～君.0m

露

3QO

回

0m

第3回

10坪

5．0－6．0m

麺4回

15平

7.5～8.0m

主伐【35年）

平均劉而18m

〃胸商齪径22画

ha当たり本数1,300本

"立木材検‘鱒Onf

辮繍節注材2玉生産

主伐（60年）

平均樹誘25m

〃胸萄面径33函

ha当たウ本数7m本

〃立木材税6”m3

蕪無節材2雫生溌



●

1］

業技術体系を森林所有者および

流通・加工業者等の合意形成を

得て普及・定着に努めるべきで

ある。もっとも，現在のような

材価の低迷や林業生産活動の停

滞等の社会的経済的条件によっ

て，施業技術体系を一律に決定

することは難しい。したがって，

今後の課題としては，古来より

市場評価が高かった木頭スギ品

種を確保するとともに，林業経

営タイプ別の経営目標や立地条

件等を考慮して，標準施業体系

を基本に再検討する必要がある。

特に，将来の林業従事者の確保

見通し，林業経営者の意向，木

材価格の動向等から考察すると，

凸

■
１
▲
４
１
‐
閃
１

１
Ｉ

!＆

|'M

雌

写真木頭スギの疎植，長伐期施業林（上那賀町，スギ100年生）

疎植，省力型の長伐期施業による大径材生産を目指す

ことが収益性からも有利であると考えられる。長伐期

施業により，優良大径材の計画的，安定的生産の可能

な体制が盤備されると，元玉，2番玉の優良大径材は

割柱・造作用材に，中目材は足場板・一般建築用材に，

そして小径材は心持柱，台形集成加工用材として地域

内の流通・加工業者等に安定供給されることとなり，

木頭林業の将来は明るいものとなる。

すなわち，「国産材時代｣に向け，木頭林業が発展す

るためのカギは，地域内の林業関係者等の合意形成の

下に，広域合併された木頭森林組合が中心となって，

長期的展望に立った施業技術体系を確立するとともに，

地域内の生産，加工，流通体制の組織化を図り，付加

価値の向上と低コスト化を進め，一定識のスギ材を計

画的，安定的に生産持続可能な「木頭スギ安定供給シ

ステム」の構築いかんにかかっていると思われる。

（徳島県農林水産部）

引用文献

徳島県山林会協賛会：徳島県木頭の林業，1935年

四手井綱英・半田良一：木頭の林業発展と日野家の林

業経営，股林出版，1969年

徳島県：木頭林業地域の林業振興に関する地域診断，

1973年

徳島県：地域性に立脚した林業の総合的管理方式

一木頭林業の確立と経営管理方式－，1989年

1

2

3
よび相生町森林組合が合併）は，組織，経営基盤等の

整備が図られ，当地域における中核的担い手としての

役割を果たすこと力測待されている。

このような背景を踏まえ，今後における当地域の施

業技術の展開方向としては，前述した新しい3つの施

4
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その技術的特性を深めてきた。

2．吉野林業の原風景（第1期）

1．“ふるさと”吉野林業

吉野林業は日本林業の“ふるさと”である。各地の

林業地を訪れると，だれそれの先祖がお伊勢参りの帰

りに吉野スギの種子や苗木を持ち帰り植えたのが造林
たん

の始まり，といった林業発生認が聞かれる。事実，日

本林業ではあたりまえになった技術，例えば種子から

の育苗，植付け，スギ・ヒノキ混植や植分け，枝打ち，

間伐などが施業体系として確立されたのは，吉野林業

においてである。1898（明治31）年刊行の「吉野林業

全書」に対する篤林家層の評価は今なお高い。

また，人工林資源を背景とした木材産地として，流

通加工拠点を造成し経済的なパワーを生み出したこと

も日本で最初の経験である。現在の木材業界で使われ

る製品規格，例えば3mの10.5cm柱角の三面無節

や上小節といったもの，あるいは床柱製品の人工絞り

丸太といった商品を経済市場で認知させたのも吉野林

業であった。

つまり，資源と市場，川上と川下を文字どおり結び

付けて産地化したわけで，そのため社会経済の変動の

波をもろにかぶってきた。吉野林業の

中核を成す川上村の丸太生産鐘を見る

江戸時代から続く樽丸生産は，戦前の吉野林業を代

表する商品生産であった。吉野林業の技術特性とされ

る「密植・多間伐・長伐期」がこの樽丸生産を通して

形成されたことはよく知られている。「吉野林業全書」

によれば，最終商品を通直完満で年輪の目詰まりのよ

い樽丸用材に設定して，伐期110年としていた。その

ため，実生苗をスギ・ヒノキ混植にして1町歩当たり

1万本を植え付け，下刈り･除伐を経て15年生前後か

ら5～10年間隔で20%前後の間伐を伐期まで繰り返

す(表・1)。もっとも，実際の伐期については長短があ
おうぜい

った。需要の旺盛な時期は早期の商品化をねらい伐採

齢力抵下しがちであり,スギ60年生未満の伐採も少な

からず記録されている。

なぜ，実生苗の密植を選択したかは，いまだ解かれ
なぞ

ざる謎の1つである。焼畑造林の伝統があり，直挿し

から挿木造林へと展開してもよかった。また，単木的

なスギ・ヒノキ混植が立地条件により混植率を変えて

０
０
０

６
４
２

１
１
１

と，その有為転変の激しさが理解され
かざ

る（図・1)。この推移を読み解く鍵は，

産地の需要動向にある。戦時体制から

戦後復興期を除くと，各時代をけん引

した主力商品によって,(1)1930年代半

ばまでの樽丸時代,(Ⅱ職後,60年代ま

での柱角時代,6Iﾘ70年代に入っての

｢吉野材」銘柄化の時代，（Ⅳ)80年代に

おけるヒノキ・スギ集成材単板（集成

材の化粧板用の原板，フリッチ材）の

時代に大別される。

吉野林業の施業技術は，産地の商品

的性格の変化に対応する中で燐まれ．

０
０
０

０
８
６

１

千
立
方
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ー
ト
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西暦年次

図･1川上村の丸太生産量の推移

(注：川上村森林組合資料により算出）
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表･1吉野林業の間伐スケジュールの推移

（単位：本数）
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■所有面積/所有者数園管理而秋/『山守｣数

図・2川上村の山林経営規模の分析

(瀧:淵1総熟燕鷲繍）
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287
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130 伐の繰り返しが必要な理由の1つはこのあたりにあっ

たと考えられる。

ともかく，吉野林業の育林方法が規模のメリットを

追求せずに，小規模な1枚1枚の造林地への集約な施

業を特徴としたことは，もっと強調されてよい。こう

した施業技術を支えたものが，「山守｣制度による集約

な育林管理と労働力の組織化であった。ただし，山主

の所有面積と「山守」管理面穣も規模は，一部の大規

模所有者の卓越した地区を除いて小さい（図・2)｡それ

も,1枚1枚の散在するさらに小さい林分の集穣である。

櫃付本数9,8009,00010,0009,000

除伐本数784500500500

皆伐本数3921，2731，064720

(伐期）（110）（50）（60）（90）

注：①「吉野林業全替」1898（明治31）年

②「川上村の林業」1962（昭和37）年
③「川上村の林業」1974（昭和49）年

④「川上村森林整備計画｣1992(平成4）年

3．短伐期施業への傾斜（第11期）

樽丸生産は1930年代にピークの後,樽桶材の需要の

減少に直面して生産は急減した。戦時体制下から戦後

復興期にかけて，何でも売れた時代の中でも樽丸需要

が回復することなく，吉野林業の舞台から退くので

ある。

代わって，戦後の柱角時代は住宅部材の需要拡大に

対応したものであり，生産流通のシステム再編を促し

た。原木市売市場が生まれ，「山守｣層をはじめ素材生

産業を営む者が急増した。この結果，原木集荷に拍車

がかかり,柱角適材を求めて伐採齢は50～60年と低下

した。

この時期の施業の特徴は，密植を維持したまま短伐

期化が追求されたことにある（前掲表･1)。植付本数

5,000本程度の造林地も増えたものの，いまだ

7,000～9,000本が普通の本数であった。この場合,12

年生までの除間伐を増やし,20年生までに植付本数の

追求されたことも注目される。これらを併せ，第1に，

長期的な生産過程での環境変化に耐える選択であった

こと，第2に，限られた面被の造林地1枚から出来る

限り多様な商品を生産するねらいがあったと考えられ

る。すなわち経営上，リスク分散を図ったことになる。

ただし，実生は実生であって商品的な品質の不ぞろい

は避けられない。1万本植えに及ぶ密植造林は，品質

向上のためにも必要であった。

さらに，間伐方法のノウハウについても，いまだ十

全に明らかにされていない。例えば，スギ・ヒノキ混

植の場合,一般には15年生前後から優劣が明瞭になり

ヒノキが被圧される。ここをどう切り抜けて混植を維

持するかが課題であり,少なくとも20年生前後にてい

ねいな間伐が必要である。また，単なる抜切りは樹冠

の不整形を招き樹幹の曲がりにつながる。バランスの

とれた間伐は難しい。5年間隔といった短い期間の間

林業技術No.6281994.7
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半分に減らす方法である。初期の肥大成長を促し，柱

角の適寸になる時期に皆伐する。樽丸時代の施業が，

初期成長を抑えながら収入間伐を繰り返し，高齢級に

至るまで年輪幅を均等に調整しようとしたのと比べ，

大きく異なっている。短伐期志向が施業方法の変更を

促した。 ●
■
Ｉ

卓
仙1

4．「吉野材」銘柄化の追求（第Ⅲ期・第Ⅳ期）

70年代に入り，丸太生産量は急減した。一般材の価

格が伸び悩み，三都市場が輸入材中心へと変化する中

で，吉野地区の製材工場を中心に「吉野材」の銘柄化

が追求された。例えば，尺寸のスギ丸太の心材を生か

した造作材製品r杉赤造作材｣，あるいはヒノキの枝打

材を利用した「三方無地柱角」である。吉野町に産地

の製品市売市場が開設されたのもこの時期であった。

吉野製材産地において必ずしも国産材消費が減ったわ

けではなく，付加価値追求が強まったのである。

こうした需要側の変化が山側に与えた影響は大きい。

第1に，柱角時代にまるで忘れられたように備蓄され

ていた高齢級のスギ・ヒノキが，再び脚光を浴び始め

た。第2に，量より質を求める間伐生産形態の再評価

が広がったことである。樽丸時代に培った技術特性が，

再び意味を持つことになった。

他方，70年代を通して，森林所有者・「山守」・労働

者それぞれに山離れが強まった。何より生活そのもの

の変化が大きい。川上村の林業労働者数は，1965（昭

和40)年に845名を数えたものが85(i昭和60)年には

346名に減少した｡93(平成5)年現在213名である(川

上村森林組合調べ)。結果的に，労働多投入型の短伐期

施業は維持できなくなるのである。

続いて80年代には集成材の化粧単板の需要が急速

に拡大した。まず，ヒノキ化粧柱の集成材が市場を確

立し，さらにスギ造作材の集成材へと広がった。吉野

産のスギ・ヒノキ丸太の価格には従来の挽角・挽割用

材としての価格にプラスして，集成材用単板の価格が

上乗せされる。無節材の端材は当然に無節だからであ

る。そのため，末口20～22cmという，以前なら中途

半端で安値になるべき丸太が1m3当たり30万円を

超える値が付くことも珍しくない。このような集成材

用単板の需要に適した立木資源は，国内でも限られた

地域にしか存在しない。なかでもこの吉野林業の密

植・多間伐・長伐期施業により育てられた高齢級林分

こそ宝庫である。

現在の施業は，皆伐を回避しつつ高齢級林分からの

「二
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＝
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厚さ

写真･1ヘリコプター集材(アエロスパシアルSA315B型）
（ジャパンロイヤルヘリコプター㈱提供）

出材を持続する間伐施業である。立木取引の域も1伐

採箇所で丸太にして50m3前後といった少蹴取引が普

通となった。この間伐取引を技術的に可能としたもの

がヘリコプター集材であった。

5．「へり集材システム」の創出

川上村と東吉野村におけるヘリコプター集材（以下，

ヘリ集材)のシェアーは,80年代に拡大し，現在では

材積割合で8割を超えている。東吉野村など，国道の

わきの水田に接した林分でへり集材を見ることがある。

ただ，川上村の上流部には通年で架線を張っている事

例が見られる。しかし，ヘリ集材以外の集材こそ例外

林業技術No.6281994.7
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表･2ヘリコプター集材の事例

標高差

(m)

集材距離平均時間ヘリ集材費

(m)(分：秒)(円/m3)樹種霧樹騰圏領浮
ｎ
ノ
」
ｎ
ノ
ら
〃
川
『
ｎ
／
』
ｎ
／
』
ハ
ノ
」
ｎ
ノ
Ｌ
（
式
Ｕ
ｎ
ノ
」

４
５
３
４
７
５
４
５
２

４
０
０
５
２
０
０
０
０

12,852

11,826

21,213

16,803

14,272

18,241

11,647

14,800

12,053

５
５
３
０
５
０
０
０
０

２
１
２
２
２
１
２
２
２

０
０
０
５
０
０
５
５
５

６
９
７
８
７
９
７
７
８

０
０
１
５
１
９
７
５
１

４
５
３
１
３
１
１
３

220

220

270

250

200

180

120

160

170

680

680

1,390

370

590

510

565

490

420

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

川上村A氏の伐出事例（1986年度）

r平均時間」：平均1荷当たりの飛行時間
ヘリコプター基準運賃：1分当たり6.000円（当時).機種1t吊り

注？1）

2）

3）

丸太を林内からそのまま吊り上げる工夫がされた。ヘ

リコプターが山岳地の高圧電線の鉄塔工事に際して，

資材を吊り下げながらホバーリングによって工事を進

める経験の応用である。さらに，フックの着脱の自動

化が付け加わった。この結果，林内でヘリ運行の1回

分の荷造り(1t吊りなら丸太1m3前後）を行えば，

次々に搬出可能となった。すなわち，単木的な間伐材

の自由な出材という森林施業の理想の1つが実現され

るに至った（写真･1)。

しかし，実際の現場では問題があった。何よりもヘ

リコプター運行の積算は基本的に時間単位である。起

点は1､ラック積込み土場を兼ねた臨時の雛発着場（ヘ

リポート）である。ここから間伐の現場までの往復が

1回のフライトとなる。いったんヘリコプターを起点

にまで引っ張ってくれば，後はいかに一定時間内に回

数多く飛ぶかである。距離と標高差が関係する。さら

に，林内の丸太の荷造りと配置がヘリコプター運行に

応じて段取りよくされないとロスタイムが大きくなる。

従来の林業技術は，立米当たり・石当たりいくらと

いうスケールメリットの世界であった。ヘリ集材の場

合，材積が大きくなれば直ちに単価が下がるわけでは

ない。時間という不可解なものが相手である。しかも，

分当たり・秒当たりという林業にしてみれば，瞬時の

タイムスパンが勝負である。さらに，天候によって運

行状態は刻々変化する。発注者側が慣れるまで相当の
いらだ

不手際と苛立ちがあった。

コスト計算を試みよう。仮りに50m3の間伐丸太を，

1t吊りヘリで1回1m3平均運ぶと50blかかる。1

回当たりの連行時間が平均3分ならば6150分必要で

的である。
う

ヘリ集材の普及の過程には締余曲折があった。当初

は，国有林のヘリコプター利用と同じく，架線集材が

不可能な場合の臨時的な利用から始まった。その最初

は，1968（昭和43）年に，東吉野村の素材生産業者の

笹井良治氏がヒノキ林の皆伐生産の搬出に利用した事

例と見られる。このときは，台風により搬出路が流さ

れた結果，材の品質低下をおそれての窮余の一策であ

った。

架線集材に比べて，架設作業や架線下補償の心配が

ない分，その便利さが理解された。しかし,70年代後

半まで，ヘリ集材の比率は全体の3割程度で，いまだ

架線集材の補完的なものにすぎなかった。この段階で

は，架線集材費との比較によってヘリ集材が選択され

る場合が多く，地元の山林労働組合員が仕事を奪うか

らとパイロットの宿舎に集まり抗議することもあった。

ところが，事態は関係者の思惑を越えて進んだ。何よ

りも架線集材では，小規模化する伐採に対応できず，

原木市の市日に合わせた搬出が出来ない事態も増えて

いった。

行き詰まりを見せていた伐出部門に新たな道を開い

たのはパイロットたちであった。間伐した林分内から
つ

直接に丸太を吊り_上げる技術が開発された。従来，ヘ

リ集材は丸太をいったん林縁の空き地へ出して集積し，

荷造りしたものを吊り上げる方法であり，山土場を用

意する必要があった。これでは，搬出可能な場所が限

られる。そこで，ヘリコプターが間伐林分の上空に直

接接近して，林冠の上にとどまったまま荷掛フック付
はざ窓

きのワイヤーを林冠の狭間から下ろし，荷造りされた

林業技術No.6281994.7
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あり，ヘリ運賃を1分61000円とする

と合計90万円･立米当たり1万8千円

となる。しかし，1回平均1.15m3運

び，飛行時間を1回平均2．2分にまで

縮めれば立米当たり1万1千円強に下

がる。データは少し古いが実例を見る

と，条件によってヘリ集材費は大きく

異なる（表・2)。

要は，ヘリ運賃のより安価な機体で，

1日の運行にむだなく回数飛べば，発

注者にとっても利用効率は高い。ヘリ

会社が複数の発注者の荷をまとめて運

行スケジュールを立てるようになり，

少難で分散した間伐材搬出のヘリ集材

システムが実現されるに至った。

こうして50ml未満の小規模な立木

取引が可能となった。1箇所の所有者

規模がきわめて小さい吉野林業にあっ

て，いつでも思う時に思う量を取引で

きるシステムである。また素材生産業

者の立場からは，市日に合わせて市況

に合った丸太を確実に出荷できるシス

テムである。荷傷みも少ない。しかし，

取引規模の細分化は取引件数の増加に

は必ずしもつながらず，吉野林業全体

の生産鼠の減少を加速した形となった｡

6．吉野林業の課題

さて，現在の川上村へ足を踏み入れ

ると，その変貌に驚かされる。今や大

滝ダムエ事が盛りである。村の入口か

ら急峻な山腹を2車線道路が整備され，

p

40

30

％20

10

0

空に向かう滑走路よろしく中心地の道に到着する。そ

こはまるで南欧の山岳都市を思わせる偉容を誇り，村

のシンボルとなった村営ホテルもある（写真･2)。

しかし，山にLIを向けると多少心もとない。川上村

の齢級椛成を見ると2つの山から成っている（図・3)。

高齢級の蓄禎はますます増加している。地域によって

は,全く高齢級に偏った構成が見られる。この70年生

以上の林分も施業することなく蓄積したのでは，吉野

林業の資源特性力頓なわれる。まして若齢林分の施業

は手が抜けない。再び長伐期モデルを採用するならば，

なおのこと20～30年生の間伐が重要である（前掲表・

1)。変化する施業技術にあって、変わらないものは多

林梁技術No.6281994.7

写真･2川上村中心地の現景

墨眺吐風難
’’’’011ー「-011'

一5～15～25～35～45～55～65

～10～20～棚～』10－50～60

齢級(年）

園川上村圏伯母谷地区

図・3川上村の人工林齢級構成

(注:r川上村森林盤備計画’｝」1989年により算出）

～7(）

全

75－

間伐の技術であり，そこに吉野林業の真髄がある○吉

野林業の施業体系の維持は容易でない。伐出部門のジ

ャストインタイムな技術に比べ，育林部門の自山な時

間選択は実現していない。施業体系に即した基盤盤備

が必要である。

ただし,働く人は減っている｡250人を数える｢山守」

にしても，素材生産に実綴あるのは約30人にすぎな

い。将来に向けて，持続的な施業を担う技術者とその

組織を育成しなければならない。新しい“ふるさとの

山守”の登場が待望される。

（鳥取大学農学部農林総合科学科）
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個性ある施業技術は今……Ⅲ

北山林業とその育林技術の歴史的変化
いわいよしや

岩井吉彌
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1．北山産地の展開

周知のように，北山林業は磨丸太生産を特徴とする。

地域区分をすると，数百年の歴史を持つ狭義の北111地

域と，戦後新たに拡大していった周辺地域に分けるこ

とができる（図・1参照)。

前者は,森林面種にするとわずかに5.000ha程度の

地域で，京都市北区中川を中心として小野郷や右京区

高雄などを含む。ここでは旧北山地域と呼ぶことに

する。

一方後者は，前者の数倍以l蔦の森林面秋から成る広

大な地域で，旧北山地域の北部に広がっている。北桑

田郡京北町を中心として，美III町や船井郡八木町など

を含む。特に京北l111.は，京都府下では先進的な川材林

業地帯として知られ，のちに見る11.l凶地|ベは特にllrlfm

育林生産の歴史を持つ。これらの地域をここでは新北

山地域と呼ぶことにする。

ただし，新北山地域はもちろんのこと,IH北ll1地域

であっても，地域内の森林すべてが膳丸太の林分にな

っているわけではない。旧北山地域でも，膳丸太の林

分はせいぜい60％であり,あとはアカマツ林やヒノキ

用材林によって占められる。新北山地域となると，さ

らにスギ用材林の比重が高くなり，‐般朋材林地帯の

色彩が強くなる．

北山林業の歴史的発展過程を見ると，注|'すべき段

階として次の2つの時期があった。まず，昭＃|I初則で，

後にも詳しく見るように，膳丸太の育林方式が大きく

変化したときである。つまり伝統的技術である台株方

式から一斉林方式への転換であった。その2は．戦後

高度経済成長期における生産地の拡大期であり，これ

によって膳丸太産地としての北山が再編され，最的に

もまた質的にも充実した仕組みを形成・確立する段階

であった。なおこの2つの段階は非常に密接な関連を

持ち，後者は前者を前提として初めて実現したのであ

る。

八

図･1北山産地の地域図

2北山で生産される商品群

現在，〃化山地域で生産されている磨丸太商品の種類

については，表･’のとおりである。

(1)桁丸太

膳丸太の中では最も大径で，末口直径がおよそ

15～30cm,長さが6～15mである。主に地方の住

宅の縁桁としてII1いられる。京北町を中心とした地

域の50～60年生スギー般用材林の中から選木され

て，膳丸太に加工される。一般用材として販売する

よりも，2傭以上の立方メートル当たり価格となる

ので，山林所有荷は積極的に枝打ちを行って，桁丸

太の原木生産を目指している。

(2)長尺並丸太

ここで並丸太というのは，人工絞加工が施されて

いない，表面が滑らかな磨丸太を指す。いわば伝統

的な磨丸太である。数寄屋風建築の化粧桁，長押や

旅館の渡り廊下の棟木などに用いられる高級材とい

休業技術N〔).6281994．7
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表･1北山磨丸太の商品種類

商品種

桁丸太

長尺並丸太

短尺並丸太

短尺

天然出絞丸太

短尺

人工絞丸太

垂木

主な用途

縁桁

化粧桁

長押，棟木

床柱

玄関ポーチ

床柱

床柱

化粧垂木

主たる生産地域

新北u｣地域

|日北山地域

|日北山地域

新北山地域

|日北山地域

旧北山地域

新北山地域

旧北山地域

I

ってよい。上記の桁丸太と同じような長さであるが，

径はかなり細い。したがって，一般用材林から選木

されることはほとんどなく，専ら旧北山地域の膳丸

太林,それも50年生前後の林分から生産される。高

度の枝打ち技術が必要とされ，育淋生産のコス1，は

磨丸太の中で最も高くなる。しかし近年，高級木造

建築の落ち込みによって，需要もかなり減少してい

る。

(3)短尺並丸太

一般住宅や和風建築の床柱や玄関ポーチとして用

いられる3m材の磨丸太である。伐期は30～50年

で，新北山地域からも生産されるが，主に旧北山地

域の磨丸太林から生産される。こうした並丸太に絞

加工されて人工絞丸太ができ上がるが，現在では，

どちらかというと肥大生長の小さい35年生以上の

立木は，並丸太として生産され，それ以下の樹齢の

ものは人工絞丸太として加工生産されることが多い。

(4)短尺天然出絞丸太

人工絞加工が施されないという意味からは，並丸

太になるが，材の調菌が遺伝によってデコボコして

いるので，出絞丸太と呼ばれている。専ら床柱に供

され，かつてはその希少価値から1本単価が数百万

円という高値をつけたこともあった。しかしサシ木

によってその後大量に植林されたことから，現在で

は往時の価格の1/10以下になってしまった。ポス

ト人工絞丸太として大いに期待された商品ではあっ

たが，人工絞丸太よりも低い価格がつくこともあっ

て，植林熱は完全に冷めてしまっている。

林業技術No.6281994.7

写真･1現在も施業が行われている垂木生産用の
台株林

(5)短尺人工絞丸太

現在の北山産地の主力商品であり，生産麺の

70～80%を占めると推測される。ほとんどが和室の

床柱用である。20～30年生の比較的肥大生長のよい

膳丸太原木から加工生産される。新IH両北IlI地域か

ら供給される。近年は，大手住宅メーカーの床柱と

しての需要が多いが,末口直径12cm前後の規格品

でないと納材は難しい。したがって，どちらかとい

うと皆伐よりも，むしろ単木漸伐のような形で，適

寸に達した立木から伐採していき，数年～10年間程

度で皆伐状態にするのが望ましいが，風雪害の危険

度は高くなる。

(6)垂木

長さは2.5～3m,末口直径が2～3cmの細材

で，数寄屋建築の垂木材に用いられる。一般に垂木

材は角材であるが，北山産の垂木は丸のままで用い

られ，特に化粧材としての条件が要求される。この

垂木を用いた建築は，施_I二上高度な技術が要求され

るので，坪単価が100万円以上の高級建築でないと

使用されない。旧北山地域の台株林からのみ生産さ

れ，新北l1.1地域での生産はない。のちに見るように’

この台株育林技術が，北山の伝統的な技術の名残で



ある。なお近年は，紀伊半島の一斉海布仕立林から

低価格材が大量に市場供給され，これによって北山

の垂木生産も少なからぬ影響を受けている。かつて

昭和30年代の建築基準法の改正によって,化粧垂木

の使用規制が厳しくなり，北山産垂水の需要が激減

した。それに伴って北山垂木台株林の而績が大'偏に

減少し，庭閲木用としての用途が拡大したことがあ

ったが，さらにそういった傾向が強まる可能性があ

る。

3．北山の流通構造

北111地域で伐採された磨丸太原木は，地元加工業者

によって各種商品に加工される。そして，その多くの

部分が，地元で定期的に開かれるセリ市にかけられ，

銘木問屋を通じて全国に販売されていく。セリ市での

最大の貿方は，旧地域に店を構える産地問屋であり，

次いで京都市内の銘木問屋，吉野の銘木問屋，大都市

および地方都市の銘木問屋と続く。大手住宅メーカー

へは，このような問屋を経由して納材される。

なお北山の加工業者は，奈良県や和歌山県にも膳丸

太原木を求め，これを加工して北山のセリ市に出荷す

ることも少なくない。この場合は，他府県産の原木で

あっても北山ブランドを付して販売されていくことに

なる。こうした商品の割合は，せいぜい20％以下であ

ろうと推測される。

旧北山地域と新北山地域には，それぞれほぼ同数の

加工業者が存在するが，いわゆる産地問屋は旧北山地

域にしか存在しない。したがって，旧北山地域は新北

山地域に比べて，流通の拠点としての特徴を持つ。

4．台株方式による伝統的な育林生産

人工絞丸太は，肥大生長を利用して加工されるので，

最も適した樹齢は20～30年生である。並丸太の伐期

は,従来から30～50年であったことからすると,10年

以上若齢化している。しかしいずれにしても，現在人

工絞丸太および並丸太は，すべて一斉林から生産さ

れる。

このように，今でこそ磨丸太生産は一斉林方式で行

われているが，しかし実は，大正期ごろまでは，こう

した一斉林方式は少なく，大部分が台株方式によって

行われていたのである。この台株方式は択伐によって

行われるが，それが生産の軌道に乗るには，以下のよ

うな施業を少なくとも数十年間続けなければならない。

植栽密度はヘクタール当たり2,000～3,000本程度

で，植付け後7年生までは年1～2回の下刈りをする

のは，一般の人工造林と同じである。そして8～9年

19

生で，初めての枝打ちを行うが，このとき，地上から

80～100cmの所の枝のみを放射状に残すことがこの

施業の大きな特徴である｡この放射状の枝は,「とり木」

と称し，台株として存在する間，萌芽更新_Iz,極めて

重要な役割を果たす。

以後，枝打ちを3年ごとに繰り返し，下刈りを枝打

ち2回目までは毎年，それ以降は枝打ちのつど行う。

30年生になった段階で,「とり木｣の上の部分で立木は

伐採されるが，強度な枝打ちを繰り返してきたため径

は小さく，床柱にはならずゴロンボと呼ばれる。「とり

木」が付いているため，伐採後もこの台株は生き続け，

伐採した切り口近辺から新しい萌芽が伸長し始め（こ

れを以下立条という)，この萌芽のいくつかを,以後枝

打ちを行いながら磨丸太生産を目的に育成していくの

である。

この立条は，同時に数本ないしはそれ以上発生して

くることもあるが，台株の大きさに応じて適当に間引

きをする｡この立条が40～50年生になると磨丸太の適

寸に達するので，その段階で択伐する。通常台株上に

は，萌芽による数本の立条が立っている力ざ，親・子・

孫にたとえられるように，樹高がそれぞれ異なってい

る。台株単位で見ても，多層林を形成していることに

なるし，林分全体で見ると，さらに複雑な多層林を成

している。軌道に乗れば林分全体としては，数年に1

度の間隔で択伐が行われるが，台株単位では，十数年

に1回の択伐が行われる。

この台株方式による磨丸太生産には，次のような長

所と短所がある。

〔長所〕

①萌芽による更新なので，一度造林すれば，台株の

寿命が尽きるまで（普通は200～300年間)，植林

する必要がないこと。

②磨丸太に適した通直な品種を一度選択すれば，長

期にわたって適材が生産しうること。

③伐採は択伐方式なので，磨丸太としての適寸に達

したものから選木することができる。つまり需要

に応じた長さと太さの原木生産が可能である。

④台株方式によるものは，一斉林方式に比べて風雪

害に強い。

⑤皆伐のように林地が裸地化することがないので，

国土保全ならびに地力維持の点からは優れている。

⑥台株の植栽密度は疎植であるが，1つの台株上に

は数本の立条が立っているため，実質上はかなり

の密植となる。そのうえ強度な枝打ち力熱り返さ

林難技術N(》､6281994．7
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れるために，肥大生長は小さくなり，年輪幅の小

さいしかも光沢のよい磨丸太が生産される。

⑦一般に一斉植栽方式で太くて通直な材は作りやす

いが，細くて通直な材は育林生産しにくい。傾斜

の急峻な林地ではなおさらのことである。ところ

が台株方式だと，こうした地形の影響を受けにく

い｡

⑧1つの台株レベルでは十数年に一度の伐採である

が，林分全体としては数年に一度の伐採となり，

軌道に乗れば，経営は数年ごとに安定した収入が

得られる。

〔短所〕

①台株の「とり木」は，｜湯光不足になると枯損しや

すい。これを防ぐために，永久に下刈りを実施し

なければならない。

②枝打ちは数年に一度実施する必要がある。それは，

年輪幅の小さい良質の膳丸太を生産するためと，

陽光不足によるrとり木」枯損を防止するためで

ある。その結果，一斉林方式に比べて枝打ち必要

回数が多くなる。

③台株林は，多層林で樹高が多様であるため，一斉

林に比べて枝打ちの作業能率がかなり落ちて，枝

打ちのコストが高くなる。

④台株方式は，比較的地力の高い土地が要求される

ので，2等地以下の所に林分を拡大していくのは

難しい。

⑤択伐方式であり，かつ，「とり木｣を損傷しないよ

うに伐採しなければならないため，伐出の生産性

が劣る。

⑥枝打ちには，とりわけ集約的な作業と，熟練した

技術が必要とされる。一定簸の枝を除去するだけ

でなく，当該立条の健全な育成を図るための除去

（突き枝･擦り枝･威張り枝･上り枝など）を同時

に行わなければならない。また，これがとりわけ

重要なのであるが，枝打ち殿や立条数とバランス

を取る形で，「とり木｣のせん定を行わなければな

らない。この枝打ちは，肉体的作業というより，

むしろ知的作業の側面が強い。しかしこうした熟

練を要する知的作業であるがゆえに，北山の育林

生産が独占的なものとして存在しえた，という意

味では，長所でもある。

5．台株方式のルーツとその技術的意味

以上，台株方式による磨丸太生産について見てきた

が，しかしこの方式は現在，北山では完全に消滅して
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いる。ところが，そのミニ版ともいうべき垂木台株が

残存し，磨丸太用の台株に比べると一回りも二回りも

小さいが，現在でも小さい台株による垂木の生産が行

われている。昭和30年ごろまでは,林家の年間家計費

は，すべてこの垂木の伐採収入によって賄われたほど

に垂木生産の比重は高かったが,今では生産量も1/10

程度に減少している。

しかし針葉樹であるスギを用いた台株方式は極めて

珍しく，現在では日本はもちろん，世界でも唯一の存

在となっており，海外の林学・林業関係者が北山を訪

れた際には，大変な興味を示す。

北山では，かつては膳丸太も垂木も台株方式によっ

て生産されていた。しかし，実はこの方式は北山に独

自のものではない。以下そのルーツを探ってみよう。

京都府立大学名誉教授である本吉瑠璃夫氏は，著書

｢先進林業地帯の史的研究｣の中で，現海の京都府北桑

田郡京北町山国，つまり新北山地域の一角に，かつて

一般用材が生産された台株（ここでは株杉という）が

多数存在したことを述べている｡｢人工株杉は天然の‘株

杉から技術的な示唆を得て発達したものと考えられ

る（1）｣そして天然の株杉は,特に豪雪地帯で雪圧によっ

て自然に成立した，としたうえで，この人工株杉の方

写真･2かつての磨丸太生産用の台株
（現在，あちこちに放置されている）
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写真･3磨丸太生産用の一斉林（旧北山地域）

式について,r各樹幹が伸びて,利用可能な材が採材で

きるようになると，太いものから順次伐採し，下部の

更新用の枝から出る芽条を，伐採した樹幹に代って育

てあげる。このことを順次繰返すことによって，何百

年もの間枯死することなく，台株上に成立する多数の

樹幹が伐採利用されてきた。このような天然の株杉を
やぐ聡

r櫓」と称するのである。……

おそらく，天然生の普通の杉の樹幹を下枝の残存す

る根元近くから故意に伐採し，人為的に株杉を成立さ

せる試みが何回となく繰返され..….(2)」というように，

もともと自然に存在していた株杉を，今でいう育成天

然林施業のような形で何らかの手を加えて利用してい

たのであろう｡rさらにすすんで苗畑養成苗の植付によ

る人工株杉の造成に成功するや次第に私有化されつつ

あった比較的便利な里山の各地に人工株杉は発達した

のである。山国地方において，人工造林（株杉による

……岩井)が開始されたのは，前述のとおり17世紀末

から18世紀初頭にかけてであり……（3）」

ここに述べられているのは，あくまで一般用材を採

るための台株であり，天然のものからヒントを得て人

工台株を造り上げたこと，その育林方式はすでに見た

北山の膳丸太や垂木用の台株と同一であることを示し

ている。

なお，この『櫓』と呼ばれる天然株杉は，京都府北

部や京都市北部の天然広蕊樹林の中にわずかではある

が残存している。また他府県にも存在し，筆者はかつ

て岐阜県板取村の11l中で大きな株杉を見たことがある。

一つの株杉が占拠する平面械は10～20畳の部屋の広

さぐらいで，地上から「とり木」までの高さは2～3

mもあった。その上には，柱角や中目材の太さの立木

が何本も立っており，その威容に圧倒された。ただし，

かつての人工株杉はそれほどの規模ではなかったよう

である。

ところで京北町山国で人工的に育成された株杉と，

北山の台株とが歴史的に見てどちらが古いかは明らか

ではない。北山に残存する放置された磨丸太用の台株

の大きさから推定すると，山国で人工株杉力城立し始

める17世紀末よりは北山のほうが古いように思われ

る。ここではその議論はさておくとして，この台株方

式による育林生産は，北山だけでなくほかにも存在し

ていたことを示すし，またそれらのルーツは，天然林

の中に存在していた天然株杉にあったことが推測され

る。そして台株の大きさから見て，天然搾杉＞人工株

杉＞北山磨丸太用台株＞北山垂木用台株の序列があっ

て，今や林分として林業生産用に利用されているのは

垂木用の最もミニサイズの台株だけである。

しかしとにかく，膳丸太用の台株は旧北山地域だけ

にしか存在しなかったのは確かである。なぜ旧北山地

域にこうした台株方式が定着したのかはよくわからな

い。先の台株方式の長所の一つとして，急傾斜地でも

直材を生産するのに適していることを述べたが，旧北

山地域の山岳地形は急|唆である。したがって，こうし

た自然地形においては，通直性を要求される磨丸太生

産に台株方式が適していたこと，また年輪幅が小さい

ことなどが要求される膳丸太生産には，超密植とほぼ

等しい内容を持つ台株方式が適しており，かつこの方

林業技術No.6281994.7
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写真･4垂木用台株林分（旧北山地域）

式は積雪に耐えうる利点があったことなどが，この方

式が取り入れられた理由であろう。

そしてここで強調しておきたいのは，旧北山地域が

台株方式による磨丸太生産を取り入れ，ひとたびその

生産材の社会的評価が高くなれば，その育林技術の集

約性や熟練の必要性等から，技術的模倣は難しく，そ

れだけ旧北山地域の技術的独占が強くなったというこ

とである。一斉用材林の中から生産される吉野磨丸太

と価格の点において一線を画していた，という事実は

それを裏付ける。

6．台株方式から一斉林方式への転換とその意味

京北11W1.11国で発展した人工株杉は，幕末から明治に

かけてしだいに減少し衰退していった。その主たる要

因について，本吉氏は人工株杉の「投資効率の悪さ」

を挙げている。山国の人工株杉が消滅していく過程で

は，旧北II1の台株は依然として隆盛を誇っていた。し

かしその50～60年後には,北山の台株も人工株杉と同

じ運命をたどることになった。

旧北山地域の各林家の資料を分析すると，磨丸太用

の台株林分は大正末期から昭和初期にかけて一斉林方

式へと急激に転換されていったことがわかる。この時

期には，膳丸太の市場が全国的規模で拡大し，需要量

そのものが増加していった。旧北山地域で磨丸太の生

産を担う加工業者の中から，しだいに産地問屋的な性

格を持った業者が分化していくのもこのころであった。

こうした磨丸太需要並の増大が，旧北山地域の育林生

産方式を，より生産効率のよいものへと移行させ，供

給の増大を実現したのであろう。暦丸太商品は化粧材

であって，年輪幅の大きさや光沢が評価の基準となる。

林業技術No.6281994.7

しかし一般に商品に対する需要の増大は，

必ずしも従来と同じ品質基準を要求するも

のではなく，むしろそれよりも劣った品質

のものをも受容していく傾向を持つ。磨丸

太の分野でもほぼ同じであったと考えられ

る。品質としては多少劣るものの，台株方

式より生産効率の高い一斉林方式がここに

登場する根拠があった。

話は少しそれるが§かつての森林王国ド

イツでも同じような現象が見られた。ドイ

ツの民有林技術はグーツヘルシャフI､によ

って担われ，国有林の技術もそれを模倣す

る形で展開したが，1700年代，それまで択

伐方式を中心としていた施業体系がしだい

に皆伐一斉林方式へと変化していった。そ

の最大の要因は，木材需要の増大と広域流通化によっ

て，木材の商品化が一層進行したことにあった。木材

需要の増大が，育林方式を大きく変化させた事実をド

イツにも見ることができる。

では最後に，旧北山地域での磨丸太育林方式の変化

がその後の北山産地に与えた影響について見てみよう。

台株方式から一斉林方式への転換が，材質の低下と裏

腹の関係にあったことは，すでに見たとおりであるが，

それは磨丸太原木の伐期低下を実現し,30～40年生で

の伐採を可能として，育林技術をさらに容易なものと

した。こうして旧北IlI地域の内部にも，多くの中小規

模の膳丸太林家が生まれたのが，昭和戦前期から戦後

期にかけてであった。高度経済成長期のさらなる需要

拡大期には，一層の伐期低下を招き,20～30年生での

人工絞丸太原木生産へとつながっていった。その主な

舞台となったのが，京北町を中心とする新北山地域で

あった。

現在，北山地域は旧地域と新地域とによって構成さ

れ，質愛ともにわが国屈指の磨丸太産地としての地位

を確立しているが，その発展過程を育林技術的に見る

と，発展の原勤力になったのが，台株方式から一斉林

方式への転換にあったことがわかる。

（京都大学農学部林学科）

注(1)，（2）本吉瑠璃夫r先進林業地帯の史的研究」1983

年，玉川大学出版部'p､311
（3）｜制上桝,1).312
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面積はスギ林0.23ha,ヒノキ林0.31haで,大

部分が中腹から尾根にかけての,20～30.の急傾斜

面上に位置する。

巣植え試験区は，3本区（正三角形の各頂点に

植栽)，5本区（正四角形の各頂点と中心に植

栽)，7本区(正六角形の各頂点と中心に植栽）の

3種類で,巣内の植栽間隔は，いずれも0.4m,巣

間の間隔は3.5mである。ほかに対照区として，

1本区(1.5m間隔の方形植え,2×3=6本を1

区（巣）として植栽）を設定した。スギ林では，

対照区を含め各区48巣ずつ合計192巣を,ヒノキ

林では,各区60巣ずつ合計240巣を，いずれもラ

ンダムに配置した。

設定後8年間，毎年下刈り（全刈り）を，1973

年(植栽後18年目）には，つる切りと雑木の除伐

を行った。

1980年10月にスギ林(25年生)の，翌1981年

11月にヒノキ林(26年生)の調査を行った。調査

内容は，樹高，胸高直径，枝下高の毎木測定，立

木位置図・樹冠投影図の作成，および各区から枯

損個体のない巣（完全巣）1個を選んでの伐倒・

重量測定である。

その後，本年1994年2月に両林(39年生)につ

いて，胸高直径の毎木測定と標準地を設けての樹

高測定を行った。

巣植え造林

数本の苗木を1つの群（巣）として狭い間隔で

寄せ植えし，群と群の間隔をある程度離す植栽法

を『巣植え』あるいは『群状植栽』という。

巣植えは部分的に樹冠の閉鎖を早く行わせ，限

られた本数の苗木で，密植と疎植の利点を併せ求

めようとするものである。すなわち，雑草木，雪

害，寒害，風害などに対する巣（群）の抵抗性に

期待するとともに，下刈り作業などを巣間の坪刈

りに限ることで省力を図る。また，巣内での密度

効果による優良材の生産を考えることなどを目的

としている。

わが国での巣植え造林は,1933年に宮崎県の住

友林業株式会社社有林で,1935年に北海道道有林

の天然生林内で，試験的に行われたあたりが始ま

りとされている｡その後1950年代の復興造林から

拡大造林へかけての時代に，ルイセンコの巣まき

造林や，いわゆる密植造林による収穫量増大の考

え方の影響もあって，巣植え造林力§各地で試験的

に行われた。

以下に紹介する東京大学千葉演習林所在の巣植

え試験林も，この時代に設定されたものである。

試験林の概要と調査

スギ(サンブスギ)，ヒノキ，アカマツの3樹種

の巣植え試験林を1955年4月，千葉演習林41林

班C6小班に設定した。このうちアカマツ試験林

は，設定後まもなく林地の一部が崩壊し，さらに，

残った林木の大部分が，いわゆるマツクイムシの

被害で枯損したため試験から除外した。

現況と閉鎖に伴う変化

写真･1に本年調査時の外観を,写真･2にスギ林

内,写真･3にヒノキ林内の状況を，写真･4にスギ

林の樹冠をそれぞれ示す。いずれも林冠の閉鎖が

進み，スギ林の林床には，クロモジ，イズセンリ

林業技術No.6281994.7
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写真･1試験林の全景（左奥がヒノキ）

写真･2スギ試験林内

ヨウ，シダ類などがわずかに見られるが，ヒノキ

林の林内植生は皆無に近い。

対照の1本区(4,444本/ha)の最大立木密度を

前回と今I且Iの調査時について計算すると，スギ林

では6,483本/haから3,414本/haに，ヒノキ林

では4,604本/haから2,959本/haに砥ドするこ

とになる。

こうした閉鎖の進行によって，試験林の生育状

況がどのように変わったかを,前回の調査結果(ス

伸蕊技術No_6281994.7

写真･3ヒノキ試験林内

ギ：92回日林諭，313～314,ヒノキ：93回日林

",331～332)と比較して表にまとめた（表参

照)。

前回の調査で伐倒調査を行ったために母数ｶ㎡減

少したこと，今回の調査での樹高測定が標準地に

限られたことなどの制約はあるが，だいたいの傾

向を検討するには差し支えないと思われる。

生存率

スギ林の場合，前回は閉鎖が進んでおらず，枯
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写真･4スギ林の樹冠

生育状況の変化

(スギは1980年→1994年，ヒノキは1981年-'1984年の値）

樹種区'）植栽本数

（本）

完全巣

（個）

生存率2）

（％）

平均樹高

(m)

平均胸高直径平均形状比3）

(cm)

スギ １
３
５
７

288

144

240

336

９
０
０
４

８
８
７
５

↓
↓
↓
↓

３
０
１
２

９
９
９
８

、
↓
↓
↓

７
３
９
３

８
８
７
７

146

14.0

13.5

132

110→16.3

10.2->16.3

8．7→14.0

7．6→129

０
３
０
１

９
９
０
１
１
１

↓
↓
↓
↓

２
５
５
９

８
８
９
９

１
５
０

２
－
↓
↓
↓

３
１
９

３
３

ヒノキ １
３
５
７

360

180

300

420

78→69

79→63

70→52

70→43

7.6→121

6．9→11.8

6.8→12.1

66-.11.4

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｈ
）
。
Ｕ
《
川
Ｕ

７
Ｊ
Ｒ
Ｕ
７
Ｊ
７
Ｊ

12.2→16.9

10.7→17.0

102→15.5

94→153

↓
↓
↓
↓

船
開
門
刀

８
１
０

１
－
↓
↓
↓

２
９
５

３

巣の櫛成本数,1は対照区。
1980/81年の調森で，各嘆につき完全巣1個を伐倒調査
1994年の価は標湘地での平均。

注：1）

2）

3）

損個体が比鮫的少なかった。今回は閉鎖の結果，

本数の多い巣植え区ほど生存率の低下が著しい。

ヒノキ林は，前回もスギ林に比べて閉鎖してお

り，生存率が低かった。閉鎖の進行に伴う枯損個

体の増加で，今回調査の7本区での生存個体は，

当初の半数以下となった。

さらに7本区では，スギ，ヒノキ両試験地とも

枯損個体のない完全巣がなくなった。

樹高

スギ林，ヒノキ林とも，前回の調査結果と同じ

く，平均樹高は本数の多い巣植え区で低い傾向が

見られる。しかし，区の間の差は比較的小さい。

林業技術No.6281994.7
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林では，その傾向は認められ

なかった。

なお千葉演習林では，時々

湿雪による冠雪害が起こり，

特に形状比の高いスギ，なか

でもサンブスギの被害の大き

い場合がある。本試験林設定

後の1967年,1968年,1987年

には，演習林内各所のスギ林

で雪害が見られた。

しかし，試験林では対照区

を含め，まったく雪害は起こ

っていない。したがって，こ

こでは現在までのところ，巣

植えと耐雪性の関係を検討で

きる資料は得られていない。

5(）

植
植
本
本
３
７
口
團

捧
錘
Ｉ
５
■
園‐スギ

「10

ll
頻
度
（
％
）

30

罰

20

11IM己 ■10

(）

6～89～1213～1617～2021～2425～28

胸高直径(cm)

5(）

ヒノキ
10

弓
卓
『

頻
度
（
％
）

I
10 －

今後の取り扱い

篭

1W
スギ，ヒノキ両試験林とも

閉鎖が進み，自然間引きによ

る枯損個体が増加している。

森林の健全性を維持し，優良

材を育成するには，間伐によ

る適切な密度調節が必要とな

る。巣の構成木をどのように

間伐していくかも，巣植え造

20

標
10

写

鰯■~侭一
(）

6～89～1213～1617～20

胸高直径(cm)

直径階別頻度分布

21～2425～28

胸高直径

平均胸高直径はスギ林，ヒノキ林とも前回と同

じく，本数の多い巣植え区で低い傾向が見られた。

閉鎖が進むほど区の間の差が小さくなるように思

われる。図のように胸高直径の分布は，スギ林，

ヒノキ林とも巣の本数が多い区は小さいほうに，

少ない区は大きいほうに片寄る。この傾向はヒノ

キ林に比べ，スギ林で特に明らかである。挿木品

種サンブスギで構成されるスギ試験林は，実生の

ヒノキ試験林に比較して個体間の遺伝的な変動が

少なく，密度の影響が明確に現れたと思われる。

形状比

前回と同じく，スギ林は本数の多い巣植え区ほ

ど大きく，細長い幹が形成される。しかしヒノキ

林での重要な研究課題であろう。

しかし，本試験林の規模，地況は，こうした課

題に対応するのに十分でない。そこでこれまでど

おり，できるだけ人手を加えず自然の推移の中で，

巣植え各区の生育がどのように変わっていくかを

追跡していきたいと考えている。

本試験林は，林道わきの，見学にきわめて便利

な場所にある。巣植え造林木の各樹冠は，巣の内

側力粘れ上がり，外側に向かって発達し，巣全体

として1つの樹冠を形成している。こうした，特

異な試料の展示林としての役割も大きいと思われ

る。

（東京大学農学部附属演習林千葉演習林）

林業技術N(j.6281994.7
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北海道大学農学部演習林研究

報告第50巻第2号

平成5年11月

北海道大学農学部演習林

ロトドマツ精英樹によりつぎ木さ

れたクローン間の材質の比較(1I)

一築別，塩狩，岐阜採種園から

の間伐クローンの性質

ロシラカンバの地上部器官量の推定

ロ北海道北部の針広混交林におけ

る鳥類群集の季節変化

口北海道大学雨龍地方演習林朱鞠

内湖周辺地域のカミキリムシ相

口低水流城に基づく低水度区分と

その評illiに関する一考察

ロ北海道産広葉樹材のピスフレッ

クの組織観察

ロカエデ属における細胞壁リグニ

ンの多様性

千葉大学園芸学部学術報告

第47号

平成5年3月

千葉大学園芸学部

口韓国における土地利用規制型開

発制限区域であるグリーンベルト

の適用過程について

口地域資源の保全と開発に関する

研究(1)－地域開発研究の歴史

的展開過程

ロ新潟県燕温泉の発展過程に関す

る研究

ロ江戸期以降の名山および名山観

の変遷に関する研究

ロ埼玉県における緑のトラスト運

動に関する研究

ロ韓国の国立公国の予算からみた

管理運営の問題点について

口風洞を用いた落葉樹苗木の潮風

害実験

口緑地の椛成と子どもの遊びに関

する基礎的研究一東京都荒川

区旭電化跡地内の自然草地を対象

として

口自然樹形と人工樹形に対する眼

球運動の比較一韓国人と日本

人の男性を対象として

東京農業大学農学集報

第38巻第3号

平成5年11月

東京農業大学

口自然風景地における建築物デザ

インの色彩の視認特性と色彩要素

の景観評価への影響について

ロアメリカ人とH本人との庭園観

の国際比較調査研究

研究報告No.7

平成5年12月

富山県林業技術センター

ロスギ品樋間における冠雪荷重の

比較

ロスギカミキリの被害が発生しや

すいスギ林の特徴

ロスギ雄花栽培温度の変動と休眠

覚醒について

ロスギ品種による雄花の有効積算

温度と発育限界温度の違い

口木製なだれ予防柵の開発（第2

報)－なだれ予防柵への積雪荷

重の測定

ロシベリア産エゾマツ製材工場の

レイアウトと生産性

口樹皮の土壊改良材としての利用

(第2報）－農業用高品質広葉

樹パーク堆肥の製造

ロ廃油加熱処理による高含水樹皮

27

の燃料化

研究報告第27号

平成5年5月

広島県林業試験場

ロアカマツ面材乾燥スケジュール

に関する試験

口薬用植物の栽培技術の開発に関

する研究(I)－チクセツニンジ

ンの生育地の特性について

ロ山腹の崩壊危険度判定のための

指標の類型化一地形及び土壌

因子と崩壊発生

口酸性雨等による森林への影響調

査(II)一三次地域における降水，

霧水のイオン組成

口二酸化鉛法によるアカマツ林内

の硫黄酸化物漉度測定一昭和

42年(1967年)から平成3年(1991

年）にかけての機度の推移

ロ火薬類使用によるアカマツ枯損

木の爆倒

ロマツノザイゼンチュウ抵抗性ア

カマツの増殖に関する研究一

BAP噴霧処理の時期と回数がシ

ュートの発生に与える影響につい

て

口天敵微生物を利用した松くい虫

防除試験(1I)－マツ林内伐倒木

及び釧箱内マツ丸太のマツノマダ

ラカミキリのり病状態

ロ広葉樹の山行苗規格作成に関す

る試験一クヌギ・コナラ・ケヤ

キの1年生苗木と1回床替2年生

苗木の山地植栽に関して

口吸汁性害虫防除によるヒノキ種

子発芽率向上試験(1)

ロマツタケ発生麓に影響を及ぼす

要因(II)－シロ菌糸伸長量及び

雨量と発生腿の関係

口松くい虫被害材のきのこ栽培原

木としての利用開発

林業技術N().6281994.7



28

顕へ＠回ざ愈圃一親林活動をｻポー ﾄする

“・都市住民が風致林施業を始めた

目覚ましい里山管理への働きかけ

ここ数年，都市住民による身近な森の管理への積極

的アプローチが目覚ましい。般近になって，これらの

活動が特にilに見えて顕著になってきた理由は，いく

つか考えられる。一つには宅地開発等により，居住地

周辺の林がことごとく無くなっていったこと，そして

時短や高齢化社会が進み，余暇を過ごす場としての自

然資源の心要性が再認識されてきたこと，またアウト

ドア・レクブームで，対象となる緑空間の需要が増え

てきたこと，子供たちへの環境教育の場の確保などで

ある。

一方，身近な森の管理へのアプローチの形態は，大

まかに3種類に分けることができよう。まず自然に興

味を持つ者たちの集まりが，自発的に私有林などを管

理する形態，次に行政主導でボランティア組織を募り，

民有林の管理を手伝ってもらう形態，そして行政と積

極的な自然活動グループが一体となって，民有林管理

に取り組む形態である。

それらの目的は，放置されて荒れている里山雑木林

の復元･維持管理･保全が主なものとして共通する（も

ちろん，森林の維持管理作業だけを行うのでなく，自

然教育や観察，炭焼きや自然材料を使った手工芸など

多彩な活動を同時に行うことで，興味を引きつけ，活

動の持続性を図っている）が，手入れの行き届かない

人工林の管理を手伝うといった仕掛けも見られる。森

林への働きかけは．風致林施業を念頭においてのもの

ではないが，そこへ発展していく礎になることは間違

いない。

以前から，森林の管理を所有者以外の第三者が行う

活動は，いくつかあった。草刈り十字軍は，林業活動

を都市の砦者が手助けするユニークな活動であるし，

関西周辺では，専門家が林床管理などを指導しながら，

雑木林の保全を図る活動なども行われてきた。そして，

これらの活動の特徴は，活動を主導する特殊なリーダ

ー力蒋在したことにある。しかしながら，今Hの都市

林業技術No.6281994.7

かがわたかひで

香川隆英

住民による森林への働きかけは，特殊な専門家ではな

い，ごく一般の気心の合った人々が集い，手探りで森

林に親しんでいこうとするところに特徴がある。言い

方を換えれば，森林への接し方・活動の仕方の底辺が

大きく広がってきたということであろう。

その活動の広がりは，全国において雑木林を考える

集会や，お互いの活動を報告し合うシンポジウムが，

頻繁に開催されるようになったことからもうかがわれ

る。1993年だけでも，茨城では｢宍塚の自然と歴史の

会」主催の「里山サミット」が開かれ，ここでは40の

組織が活動報告．情報交換を行った。また，京都では

｢里山研究会｣主催のシンポジウム「ワークショップ里

山の現状93」が開かれ，名古屋ではr雑木林研究会」

主催の全国雑木林会議｢雑木林の未来一様々な活動の

出会いから」が開催された。一方，学会レベルでも，

日本建築学会は「都市のみどりとアメニテイ」シンポ

ジウムを，日本造園学会では以前から風致にかかわる

シンポジウムを行ってきたし，日本材学会でも「森林

風致シンポジウム」を開催している。

このように，二次林の保全・管理に多くの一般の

人々・専門家が関心を示し，かかわってくるようにな

ることは，基本的には非常に好ましい現象であると考

える。それは，さまざまな活動が展開されて初めて，

具体的な問題攝超がなされ，それらの解決に向けてレ

ベルアップが図られるし，なにより知識偏重ではない

本物の森林に対する理解・関心が深まってくるからで

ある。

雑木林の会と緑の保全区

私の身近な所で行われている，森林管理の事例を紹

介する。

茨城県牛久市では,｢牛久市みどりと自然のまちづく

り条例」を定め，この中で「みどりの保全区」を指定

する制度を設けている。保全区に指定された森林には，

固定資産税相当の補助金が出される仕組みである。現

在,牛久自然観察の森に隣接する8haの森林が｢みど
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りの保全区」の指定を受けている。こ

のような制度は横浜市民の森などにも

見られ，行政と住民が一体となって，

森林保全の意識を高めていく有効な手

法である。

‐･方，「みどり課」が中心となって，

牛久自然観察の森を舞台に,｢雑木林の

会」を昨年から始動させた。この会の

活動形態は先に述べた，行政主導でボ

ランティア組織を募り，森林の管理を

手伝ってもらうものである。

具体的には，下刈りや間伐(写真･1)

など雑木林の保育管理を行う一方，野

草を使った紙すきや間伐材での炭焼き，

下刈りによる堆肥づくり（写真･2）な

ど，雑木林の産物を利用した催し物を

行っている。以下に活動の一例を紹介

する。

灘
写真･1間伐材を炭焼き材料にする（牛久市提供）

活動日誌

7月11H(R)

午前下草刈り（コジュケイの林）

雑木林の勉強会

「雑木林の管理について」

r平地林の利用について」

昼休み野草茶の利き茶会；オオバ

コ，スギナ，アズマネザサ，

ヨモギ，ドクダミの野草茶を

試飲

午後下草刈り（コジュケイの林）

堆肥づくり；刈り取った下草

を積み上げる

写真･2下刈りで集めた草で堆肥づくり（牛久市提供）

牛久自然観察の森では，ネイチャーセンターにみど
』き

り課所属の常駐のレンジャーが何人か居り，比較的恵

まれた環境（わが国の地方公共団体としては）にある

とは言えよう。今後，全国の市町村において森林の保

全管理・利用計画・景観管理を専門に行う組織・機関

が設慨され，民間のボランティア活動を支援・協力し

ていく体制が整っていくことが望まれる。

地球の裏側の話になるカミブラジルのパラナ州の州

都であるクリチーバ市は，地球サミッI､の折に世界環

境都市宣言を行い，大胆な緑地保全・復元作戦を展開

している。例えば所有地の70％以上を，永久保存林と

して指定し残した所有者には固定資産税を100％免除

し,50～69％を永久保存林に指定した場合は固定資産

税の80％，以下段階的に減税措置を行っている。

また，永久保存林としないまでも，自然植生の緑被

率が80％以上を占める土地所有者には25％（以~ド段

階的に減税）の減税を行っている。

一方，この地方に特有な植生であるパラナマツの巨

樹を維持している者に対して,DH50cm以上1本に

つき5％の減税（妓高4本，20％まで）を行ってい

る。わが国でも，生活・自然環境の質向上のために，

行政が一体となって大幅な意識改革をし，新たな制度

を打ち立てていく時が来ているのではないだろうか。

（森林総合研究所林業経営部）

林業技術No.6281994.7
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『一~"……~~~一一~‘…~一一………一~…一……ー………ー.一~一~…一…一~一一~~､1
1未利用資源の有効利用－6＜最終回＞

間伐材端材等の炭化と利用

やまぎしたかしI

山岸貴I
L一一一一一-一-一一一一-一一一…_…_-------一一一一一一一-－－－…一一一一-一．--------…一"_－－－－－」

長野県の森林資源の現状と未利用資源よる被害は，毎年徹底した駆除や防除を行っては

県内の民有林の森林資源は別表．lのとおりで，きましたが,平成4年度には39千㎡にも及び,チ

人工林の67％は、～Ⅶ齢級の間伐の必要な林齢ツプ等に利用されたものはわずか3千㎡にすぎず，

の林分となっています。平成4年度の間伐面積は36千nfもの材が焼却や薬剤処理により処分され

11,269haで伐採材積は240千m3に上っていますています。

が，搬出され利用した材は33千m@で，利用率は炭化への取り組み

13.7％にすぎず207千nfもの材が切り捨てられ一方，近年の本物志向・自然志向の流れの中で

林内に放置されています。木炭が見直されてきています。また従来の燃料用

また，平成4年度の県内素材生産量は国・民有のほか，土壌改良資材や水質浄化用資材等新しい

林を合わせると600千㎡であり,利用率を65%と用途に対する需要も増加しており，今後，需要の

し逆算すると323千nfが残材として放置されたこ拡大力糊待されています。

とになります。本県でもこれらの新しい用途に未利用資源を炭

さらに，県の製材用の素材量は817千nfで，製化し，活用する試みが行われています。

材歩留まりを70％とすると245千㎡が端材とな信州新町で農業を営む関口近夫さんは，仲間3

ります。これらの端材は，きのこ用のおが粉製造人と花火の火薬用の炭を生産しています。火薬用

や燃料として利用されていますが，有効利用されには赤松の炭が使われ，関口さんらはもともと白

ていないものも相当量あるものと推定されます。炭を生産していたのですが，それに目を付け，現

また,昭和56年に初めて発見された松くい虫に在は赤松の製材端材や間伐材を焼いています。伽

表･1人工林天然林別資源構成表

(単位：而秋・ha,材秋・千㎡）

区分’1齢級’2齢級’3齢級 4齢級5齢級 6齢級 7齢級 8齢級 9齢級 10認以上 合計
-

325,093人
工
林

面積 6.341 10,785 16,629 26,383 45,543 63,345 67,055 43,261 17,609 28,142

材積 2,357 5,715 9.9742 805 12,690 9.393 4,320 8,885 54,141

天
然
林

3,141 7,961 13.190 27,522面積 3,863 4.297 49,893 56,447 44,724 114.387 325,425

材積 250 609 1,62448 93 3,536 4,615 4,248 15,150 30,172

《
ロ 面穫 9,482 14,648 20.026 34,344 58,733 90,867 116.948 99,708 62,333 40,288 650,518

-

84,3132,607 6,324材積 50 898 11,598 16,226 14,007 8,568 5.746計

長野県民有林の現況（平成6年4月）

林業技術No.62819947
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また，昨年松本市で開催した「信州博覧会」で

は，地球にやさしい博覧会の一環として，間伐材

や端材を焼いた炭を使い水の浄化を試みました。

格は普通の炭の半分程度だといいますが，材料の

価格も安く，需要も比較的安定しているというこ

とです。

重
盛
謹

写真･1信州博覧会で設置した木炭による浄化施設
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写真･2 開発された連続炭化炉

会場内の水辺で子供たちが遊び，そこから流れる

水と，近くのログハウスからの台所排水が入った

｢せせらぎ｣を木炭により浄化する施設で，ここを

通り抜け，きれいになった水を見て多くの人が木

炭の効用に関心を寄せていました。

そのほか昨年から,本県人工林の40％を占める

カラマツを粉炭にし，これまた本県の特産である

レタス・ハクサイ・花き等へ施用した栽培試験を

実施しています。

効果も確認されつつありますが，地球に優しい

環境保全型農業の推進と相まって，今後も一層の

研究と需要につながる実証事業を計画しています。

民間企業での取り組み

長野市近郊の中条村にあるK社を訪ねてみまし

た。

この会社の親会社は，ゴルフ場の開発を手がけ

ていましたが，クリーンな信州のイメージを壊さ

ないゴルフ場の造成をと考え，地権者の農家の人

の「木炭を使えば農薬がいらないよ」という言葉

をきっかけに，木炭生産を手がけてきたとのこと

です。炭化炉もドラム缶を利用した試験を繰り返

し，コンクリートミキサーが回転しながらコンク

リートを均一にするのをピン1､に，ロータリー式

の連続炭化炉を開発したそうです。

この炭化炉は，破砕機にかけチップにした木材

を連続して炭化するもので，回転しながら焼くた

休業技術N().6281994.7

写真･3

め斑もなく品質の良い均一な粉炭になるとのこと

です｡生産された粉炭等の利用は,製薬会社・建設

会社などさまざまな企業等と利用研究し，用途の

拡大に努めているそうです｡現在の主な製品は,土

壌改良資材･住宅の調湿資材･水質浄化資材･融雪

用資材として販売されています。

また，粉炭に発酵有機物と有用菌体を加え，特

殊肥料として付･加mli値を付けた販売もしています。

同社の吉閉驚専務は,｢炭は焼き方によってど

んな炭にでもなる。原料の樹種や炭の用途によっ

て，焼く時間・温度を調整するのがポイント」と

話してくれました。従来の土窯で焼いた木炭も利

点があるが，この機械は，時間や温度を調整する

ことによって，同じ土壌改良用の炭でも土壌の性

質や作目に適した，ユーザーのニーズに合った炭

を作れる，とのことでした。

また，現在大手の建設会社と提携し，調湿効果

等炭の特性を生かした，壁や天井・床等への利用

の研究も進んでおり，実用化の日も近いとのこと

です。

木酢液の利用

この工場では木酢液も有効に利用していました。



33

写真.4炭を使った和紙と布

（野菜の鮮度保持用一和紙，

壁のクロス材一布)として

の利用が見込まれる

一

‘iも

隣
扉
睡
睡
脾
酎
障
岬

一一

写真･7木酢液から作った木

酢パウダー

一一一一

写真･6炭で作った箱写真･5炭で作った板

・松くい虫被害材のスムーズな処理体制の整備

等

②製品の需要の確保

・製品の安定的な販路の確保，安価な輸入木炭

との競合

③技術の問題

・製炭技術の確立と新たな需要開発

④価格の問題

・生産コストと製品価格の問題

これらの課題を解決して初めて，今まで使われ

なかった木質資源が木炭となり，灰や煙まで余す

ところなく利用することができるのです。

林業は今，川上から川下まで一貫した体制の整

備が求められていますが，少しでも山元の価格に

環元することが流域林業を推進するためにも重要

なことと考えます。

（長野県林業課）

採取した木酢液は，精製し家畜の飲料水や消臭

用に販売するほか，特殊な加工により木酢パウダ

ーを作り，養魚場の餌用に出荷しているそうです。

また，残ったタールも動物の忌避剤や防腐剤用

等に販売されているそうです。

毎日，木炭・木酢液の利用に夢をはせ，日本各

地はもちろん海外にまで飛び回る吉田さんは，1

年のうち半分は出張という忙しさですが,｢将来は

人間が食べる炭を作るのが夢」だと目を輝かせて

いました。

おわりに

本県にもいくつかの炭化施設の設置構想があり

ますが，実施のためにはいくつもの課題がありま

す。

①原料の確保の問題

・間伐材の搬出とコスト，製材端材の需給体制

の整備

林業技術N().62819947
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す
。
ワ
カ
メ
に
含
ま
れ
て
い
る
フ
コ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

い
う
成
分
に
は
、
血
管
の
中
に
血
栓
が
で
き
る
の
を

防
い
だ
り
、
血
管
そ
の
も
の
を
丈
夫
に
す
る
作
用
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
ボ
ケ
を
防
ぐ
に
は
豆
腐
汁

豆
腐
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
み
そ
汁
の
こ
と
で
、
カ

ツ
オ
節
を
ダ
シ
に
使
い
、
ネ
ギ
を
薬
味
と
し
ま
す
。

豆
腐
に
も
、
み
そ
に
も
、
脳
の
老
化
を
防
ぎ
、
記
憶

力
の
低
下
を
防
ぐ
う
え
で
欠
か
せ
な
い
レ
シ
チ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
レ
シ
チ
ン
が
、
頭
の
若
さ
を
保
つ
た
め
の
重

要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。
頭
の
老
化
を
防
い

だ
り
、
そ
の
機
能
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
脳
の
中

の
神
経
細
胞
と
の
間
の
つ
な
が
り
を
よ
く
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
つ
な
が
り
を
ス
ム
ー
ス
に
す

る
物
質
が
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
。

豆
腐
や
み
そ
に
含
ま
れ
て
い
る
レ
シ
チ
ン
は
、
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
原
料
と
な
る
重
要
な
成
分
な
の
で

美
人
に
な
り
た
か
っ
た
ら
、
ま
ず
腸
の
中
を
ク
リ

ー
ン
に
し
て
、
素
肌
を
美
し
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
納
豆
一
グ
ラ
ム
中
に
は
、
一
○
億
個
と
い
う
驚

く
ほ
ど
多
量
の
納
豆
菌
と
生
き
た
酵
素
が
含
ま
れ
て

お
り
、
納
豆
と
み
そ
中
の
セ
ン
イ
質
と
協
力
し
て
、

腸
の
中
の
宿
便
を
排
泄
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
納
豆

汁
を
食
べ
る
と
、
肌
の
若
さ
を
保
つ
う
え
で
役
に
立

つ
わ
け
で
す
。

里
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、
人
参
、
ネ
ギ
な
ど
を
具
と
し

て
み
そ
汁
を
作
り
、
最
後
に
納
豆
を
包
丁
で
た
た
い

て
入
れ
、
ひ
と
吹
き
し
た
ら
火
を
消
し
ま
す
。
こ
の

と
き
に
、
油
あ
げ
を
細
く
切
っ
て
入
れ
る
と
、
味
に

こ
ぐ
が
出
て
、
一
層
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

す
。
と
こ
ろ
が
、
老
人
性
痴
呆
症
の
方
の
脳
に
は
、

こ
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ギ
に
も
カ
ツ
オ
節
に
も
、
脳
の
老
化
を
防
ぐ
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
納
豆
汁
は
便
秘
の
解
消
に
役
立
つ

通
じ
を
よ
く
す
る
う
え
で
効
果
的
な
の
が
、
納
豆

菌
と
納
豆
酵
素
の
強
い
整
腸
効
果
。
い
く
ら
上
手
に

化
粧
し
て
も
、
便
秘
を
し
て
い
た
の
で
は
肌
に
生
気

が
出
て
き
ま
せ
ん
。
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「
薬
治
」
の
前
に
〃
医
食
同
源
″
汁

こ
れ
だ
け
医
学
が
進
歩
し
、
新
薬
が
次
々
と
登
場

し
て
き
て
い
る
の
に
、
ガ
ン
に
し
て
も
、
心
臓
病
や

糖
尿
病
と
い
っ
た
成
人
病
に
し
て
も
、
い
っ
こ
う
に

減
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
エ
イ
ズ
と
か
人
食
い
バ
ク
テ
リ

ア
と
い
っ
た
、
世
紀
末
的
な
恐
ろ
し
い
病
気
が
次
々

に
出
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
先
だ
っ
て
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ス
や
飽
食
、
食
品
添
加
物
、
水
や
環
境
の
汚

染
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
間
の
免
疫
力
が
低
下
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

病
気
に
な
っ
た
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
進
歩
し
た
現
代

医
療
の
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
大
事

な
の
は
、
な
る
べ
く
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ふ

だ
ん
か
ら
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
で
は
な
い
で

~▽一己

;鍋鍋鍬
翰溌

蕊

蕊
灘

し
よ
う
か
。

「
医
者
に
金
を
払
う
よ
り
、
知
恵
を
出
せ
」

と
い
う
昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

体
の
調
子
を
崩
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
、

高
い
金
を
出
し
て
、
医
者
や
薬
の
世
話
に
な
る
よ
り

は
、
ふ
だ
ん
の
「
食
べ
る
知
恵
」
が
大
切
、
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

病
気
を
予
防
し
、
病
気
に
か
か
っ
て
も
軽
い
う
ち

に
治
し
て
し
ま
う
に
は
、
ふ
だ
ん
の
食
生
活
が
重
要

で
、
食
べ
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抵
抗

力
や
自
然
治
癒
力
を
強
く
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「

薬
治
」
よ
り
は
、
「
食
治
」
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
、
薬
を
用
い
て
治
す
こ
と
が
「
薬

治
」
。
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
食
べ
も
の
に
気
を

配
り
、
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
「
食
治
」
で
す
。

養
鈍
か
鎧
蕊
九
塗

食
べ
方
の
工
夫
が
、
「
医
食
同
源
」
、
あ
る
い
は
「
薬

食
同
源
」
の
知
恵
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
用
い

方
、
食
べ
方
の
工
夫
し
だ
い
で
は
、
食
べ
も
の
も
立

派
に
「
薬
」
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。

「
食
べ
る
知
恵
」
を
、
日
本
人
は
み
そ
汁
の
作
り
方

で
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。
体
に
い
い
み
そ
汁

作
り
の
名
人
が
、
台
所
の
〃
お
医
者
さ
ん
″
で
あ
る

お
か
あ
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。

家
族
み
ん
な
の
健
康
状
態
を
考
え
な
が
ら
作
る
お

か
あ
さ
ん
の
み
そ
汁
は
、
「
医
食
同
源
汁
」
と
言
っ
て

も
、
決
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
か
あ
さ
ん
の
「
み
そ
汁
』
は
〃
薬
″
に
な
る

古
く
か
ら
作
り
続
け
て
き
た
、
健
康
を
守
る
た
め

の
〃
医
食
同
源
汁
″
の
数
々
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
高
血
圧
の
予
防
に
は
ワ
カ
メ
の
み
そ
汁

ワ
カ
メ
の
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
成
分
は
ア
ル
ギ
ン
酸
と

い
う
ダ
イ
エ
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
（
食
物
セ
ン
イ
）

で
、
便
の
量
を
増
や
し
た
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

取
り
込
ん
で
排
泄
す
る
ほ
か
、
ガ
ン
細
胞
な
ど
に
対

す
る
抵
抗
力
を
強
め
、
さ
ら
に
、
血
圧
を
安
定
さ
せ

る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
ギ
ン
酸
は
腸
の
中
で
膨
れ
、
体
内
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
を
作
る
乳
酸
菌
を
増
や
し
て
く
れ
ま
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あ
る
。
マ
ツ
は
、
二
葉
の
メ
ル
ク
シ
マ
ッ
と
三
葉
の

ケ
シ
ア
マ
ッ
の
二
種
あ
る
が
、
メ
ル
ク
シ
マ
ッ
の
ほ

う
が
多
く
、
樹
高
は
三
○
腕
を
超
え
る
。
ケ
シ
ア
マ

ッ
は
岩
場
に
多
い
そ
う
だ
。
土
壌
は
腐
植
層
が
厚
く
、

泥
炭
が
形
成
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

平
坦
な
地
形
面
で
雨
期
に
雨
水
が
停
滞
し
過
湿
に
な

り
、
腐
植
分
解
が
遅
い
こ
と
を
示
す
。
私
が
訪
れ
た

の
は
二
月
だ
っ
た
が
、
十
一
月
以
後
乾
期
に
入
り
降

雨
が
ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
原
内
の

池
や
道
沿
い
の
排
水
溝
に
は
水
が
た
ま
り
、
地
下
水

位
が
高
か
っ
た
。
草
原
の
一
部
に
は
、
貧
栄
養
な
湿

地
に
出
現
す
る
ミ
ズ
ゴ
ケ
や
食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
が
見
ら
れ
た
。

山
頂
平
坦
地
内
に
は
浅
い
谷
が
あ
る
が
、
谷
へ
下

る
斜
面
に
は
マ
ツ
は
一
本
も
な
く
、
シ
イ
、
カ
シ
、

マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
の
照
葉
樹
に
針
葉
樹
の
ダ
ク
リ
デ

ィ
ウ
ム
が
混
生
す
る
渓
谷
林
が
成
立
し
て
い
る
。
土

壌
は
マ
ツ
林
や
草
原
と
異
な
り
、
腐
植
の
堆
積
は
少

な
い
。
こ
こ
で
は
、
排
水
が
良
い
た
め
有
機
物
分
解

が
進
ん
で
い
る
。

マ
ツ
の
更
新
状
況
を
示
す
稚
樹
・
若
木
は
、
あ
ま

り
多
く
な
い
。
閉
鎖
林
内
に
は
全
然
な
く
、
草
地
内

の
出
現
も
限
ら
れ
て
い
る
。
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
と
、
草
の
枯
れ
る
乾
期
に
野
火
が
入
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
が
マ
ツ
の
稚
樹
の
定
着
を
妨
げ
て
い
る
と

い
う
。
一
部
の
マ
ツ
に
は
地
際
の
樹
皮
が
野
火
で
焦

げ
た
跡
が
あ
っ
た
。
稚
樹
段
階
で
は
、
野
火
が
あ
る

と
枯
死
す
る
場
合
が
多
い
が
、
樹
高
が
約
一
・
五
僻

以
上
に
成
長
す
る
と
野
火
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
野
火
は
、
マ
ツ
芽
生
え

の
定
着
が
困
難
な
密
生
し
た
草
地
を
焼
き
払
う
の

で
、
一
時
的
に
芽
生
え
の
定
着
を
促
進
す
る
と
い

う
逆
の
面
も
あ
る
。

乾
性
マ
ツ
林

タ
イ
国
の
マ
ツ
の
分
布
の
多
い
の
は
、
北
部
山
岳

地
で
あ
る
。
私
は
、
タ
イ
国
最
高
峰
ド
イ
・
イ
ン
タ

ノ
ン
（
二
、
五
九
○
勝
）
や
メ
サ
ナ
ム
周
辺
で
も
、
マ

ツ
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
地
域
の
マ
ツ
は
、

落
葉
フ
タ
バ
ガ
キ
林
や
下
部
山
地
力
シ
林
域
の
標
高

八
○
○
～
一
、
二
○
○
脚
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
カ

レ
ン
、
モ
ン
な
ど
山
岳
少
数
民
族
の
生
活
域
と
重
な

っ
て
お
り
、
森
林
は
古
く
か
ら
伐
採
、
焼
き
畑
等
の

か
く撹
乱
を
受
け
て
き
て
い
る
。
地
形
は
急
峻
で
、
酸
性

岩
由
来
の
土
壌
は
貧
栄
蕊
で
、
表
土
は
薄
く
、
乾
期
に

は
著
し
く
乾
燥
す
る
。
マ
ツ
は
、
広
葉
樹
の
上
に
抜

き
出
て
点
在
し
、
谷
筋
よ
り
も
斜
面
上
部
か
ら
尾
根

に
か
け
て
多
い
。
林
内
に
は
、
大
小
の
広
葉
樹
が
茂

り
、
マ
ツ
の
稚
樹
は
全
く
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
こ

鍵
！

マ
ツ
の
生
育
地

こ
の
よ
う
な
熱
帯
マ
ツ
の
生
育
地
を
見
て
く
る
と
、

乾
燥
あ
る
い
は
過
湿
と
い
う
両
極
端
の
水
分
条
件
、

貧
栄
養
の
土
壌
、
時
々
発
生
す
る
野
火
と
い
う
厳
し

い
立
地
環
境
に
マ
ツ
林
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
、
熱
帯
マ
ツ
だ
け
に
見
ら
れ
る
性
質

で
は
な
く
、
広
く
北
半
球
に
分
布
す
る
ほ
か
の
マ
ツ

類
と
共
通
す
る
性
質
で
あ
る
。
マ
ツ
は
、
熱
帯
で
も

そ
の
特
性
を
堅
持
し
て
、
生
育
地
を
確
保
し
て
き
た

と
い
え
よ
う
。

タ
イ
国
に
分
布
す
る
二
種
の
マ
ツ
の
う
ち
、
ケ
シ

ア
マ
ッ
は
五
○
○
脚
以
上
の
山
地
に
限
ら
れ
る
が
、

メ
ル
ク
シ
マ
ッ
は
低
地
ま
で
分
布
す
る
。
低
地
マ
ツ

林
の
話
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
お
伝
え
し
た
い
。

こ
で
も
、
マ
ツ
の
天
然
更
新
は
容
易
で
な
い
よ
う
だ
。

所
々
に
幹
が
削
ら
れ
た
マ
ツ
が
あ
っ
た
。
山
岳
民
が

樹
脂
を
多
く
含
む
マ
ツ
材
片
を
高
級
燃
材
と
し
て
市

場
で
売
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
（
写
真
。
２
）
。

劇

写莫・2

枠を削られたケシアマツ
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ミヤンマ

タ
イ
国
を
訪
れ
る
日
本
人
は
多
く
、
紹
介
す
る
必

要
も
な
い
く
ら
い
身
近
な
国
で
あ
る
が
、
マ
ツ
天
然

林
を
見
た
方
は
少
な
い
と
思
う
。
私
は
、
国
際
協
力

事
業
団
と
タ
イ
国
王
室
林
野
局
が
一
九
八
一
年
か
ら

一
九
九
三
年
ま
で
実
施
し
た
造
林
研
究
訓
練
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
造
林
専
門
家
と
し
て
、
一
九
九
一
年
か
ら

二
年
間
、
タ
イ
国
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
に
見
た
マ

ツ
天
然
林
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

湿
性
マ
ツ
林

初
め
て
の
マ
ツ
天
然
林
と
の
出
会
い
は
、
東
北
タ

イ
北
西
部
の
山
、
プ
カ
ド
ン
（
標
高
一
、
二
八
八
勝
）

に
登
山
し
た
と
き
で
あ
る
。
プ
カ
ド
ン
は
、
山
頂
に

広
大
な
平
坦
面
の
広
が
る
台
地
状
の
山
で
、
国
立
公

閏
、
ベ
Ｉ
ｒ

一
再
亙
仮
，
守
、
●
ず
今
‘
尋
。
《
バ
ー
、
器
囲

騨

ナ
ム
行

軍
。
。
玉
Ｂ
ｏ
ｂ
〆誹

式ｐ
寸伊
の
ｆ

，
く
く
‐
ョ
《
・
’
，
●
噸

0200km
t01B

この辺りです

園
に
な
っ
て
お
り
、
乾
期
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ
る
。
プ
カ
ド
ン
の
登
山
は
標
高
三
四

○
隣
地
点
か
ら
四
～
五
時
間
の
上
り
で
、
登
山
道
沿

い
は
し
ば
ら
く
二
次
性
の
落
葉
フ
タ
バ
ガ
キ
林
、
混

生
落
葉
樹
林
が
続
き
、
一
、
○
○
○
勝
付
近
で
は
樹

高
約
三
五
臓
の
大
き
な
ヒ
メ
ッ
バ
キ
林
が
あ
る
が
、

山
頂
に
近
づ
く
と
急
峻
に
な
り
シ
イ
・
カ
シ
な
ど
照

葉
樹
が
増
え
、
シ
デ
な
ど
温
帯
性
落
葉
樹
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
登
山
道
途
中
に
は
飲
物
や
ス
イ
カ

な
ど
を
売
る
茶
屋
が
あ
り
、
山
頂
に
上
が
る
と
、
公

園
管
理
事
務
所
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
売
店
、
タ
イ
の
町

で
一
般
的
な
屋
台
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

山
頂
平
坦
地
は
、
イ
ネ
科
が
優
占
す
る
湿
性
の
草

写真｡lプカドンのマツ林

原
に
天
然
マ
ツ
林
が
部
分

的
に
分
布
し
、
タ
イ
国
で

見
る
広
葉
樹
か
ら
成
る
ほ

か
の
森
林
と
は
全
く
異
質

な
景
観
が
広
が
っ
て
い
る

（
写
真
・
１
）
。
冷
涼
な
気

候
、
広
々
し
た
草
原
に
散

在
す
る
マ
ツ
林
、
台
地
辺

縁
か
ら
眺
め
ら
れ
る
下
界

や
夕
日
と
、
こ
こ
は
さ
な

が
ら
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
感
が
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さん，天国に向かう列車が発車し

ます。それでは，発車オーライ」

と結んだときは，身内のものは思

わず一様にもらい泣きをしました。

ことほどさように国鉄(JRでな

い国鉄）と父は切っても切れない

間柄にあったのです。

D51の記事が掲載された月で

した。子としての思い入れが多く

て申し訳ありませんがこれも何か

の縁，ひょっとして父への葬送の

記事でなかったか，と感じました。

やはり「キカンシャ」

鉄道員の子の私は，物心ついた

ときから家を離れるまで父の転勤

とともに転々とし（そのおかげで

後の国有林勤めの転勤が苦になら

なかった…),家も遊び場所も鉄道

構内周辺であり，生活は鉄道の中

に浸っていたのです。いつも汽車

を見，汽笛を聞き，鉄道員の働く

姿を見て，暮らした，いや大きく

なったといっても過言ではありま

せん。

その私の記憶では,昭和10年代

後半から20年代の前半にかけて

の奥羽線沿線では,C51は本線の

急行旅客列車,D51は本線の長い
キユーロクハチロク

貨物列車，96型や86型は貨物

列車と旅客列車の両方，短距離ロ

ーカル線はC11と相場力x決まっ

ていました。C11は機関車の中で

は小型でした。とはいっても，新

橋駅前広場に展示してあるC11

の実物を今見れば，かなり大きな

ものです。

子供たちの人気の的はD51で

した｡96型や86型に比べて,長い

胴体の割りにつばがなくシンプル

な煙突，煙突後方の逆さ鍋の蒸気
だ

溜めと砂箱の突起が2つでなく1

つ，動輪の形が蓮根の輪切りタイ

プ（ボックススポークというらし

い）など，スマートでダイナミッ

往年のD51がまぶたに…
デゴイチ

新年号｢名機D51はなぜもてたか｣を読んで

しんどう

進藤
いち
ー

州
菫
忠

目に遭いました。駅に危険があれ

ば真っ先に駆けつけるのが職務で

すから，家や家族にはかまってお

られません。このとき，ダシと呼
あお

ぶフェーン現象の強風に煽られる

火の中，父は駅員とともに，公金

や重要書類を無事持ち出すことに

成功しました。おかげで家財道具

は一切焼失しましたが，これによ

り国鉄の総裁表彰を受け，これが

後々までの語り草でした。

その父は，長い国鉄勤務の期間

を，退職後さらに越えて長生きを

しました。しかし，去年の暮れに

容態を急変させ，明治・大正・昭

和･平成にわたる満90歳の人生の

幕を今年1月に閉じました。

ささやかな葬儀で何人かの人が
諄い

弔辞を述べましたｶﾖ，その中で甥

(つまり私のいとこ)が父の思い出

を語りました。その弔辞を「おじ

はじめに

本誌新年号の記事,久保田博さ

んの｢名機D51はなぜもてたか」

を読んで，深い感慨を覚えました。

国鉄の車両開発技術の最前線で

ご活躍された久保田さんの，貴重

なご経験を基にした，わかりやす

く説得力ある記事でした。興味深

く読ませていただきました。

発車オーライ…

久保田さんの父上は国鉄の機関

士であったそうですが，実は私の

父も畑は違います域同じ国鉄員

でした｡大正後期から昭和30年代

までの長い間，主として奥羽線と

その支線の駅勤務を続け，最後は

田舎の駅長をいくつか勤め上げて

退職しました。

その父が退職する3年前，駅前

に大火があり，駅長として勤務し

ている駅も宿舎も全焼するという

林業技術No.62819947
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あこが

クな勇姿に憧れたようです。当時

の子供たちには，今の子供たちの

ように簡単に得られる性能データ

もないのですが，優秀な機関車で

あることは肌で感じておりました。

なにしろ，機関士を父や兄に持つ

子がいましたから。

久保田さんの記事を読んで，あ

のD51が天下の名機であったこ

とがわかり，納得しました。

時代が移り，蒸気機関車が各地

の路線から姿を消し始めるとSL

ブームが起こりました。私はその

SLという言葉に，よそごとのよ

うな感じがして好きになれないの

です。D51に限らず，機関車はや

はり「キカンシャ」でなければな

りません。SLなどと簡単に呼ん

でほしくありません。

ディーゼル車に比べ，蒸気機関

車はものすごくエネルギーの効率

力悪いうえに人手を要し，付帯設

備も要するものだそうです。それ

だけに，その姿は生きているとし

か思えないところがあります。機

関車力動き始めるまでの様子は，

呼吸を整え準備体操をして仕事を

始める人間のようです。急勾配を
あえ

上る様子は息づかいも荒く，喘ぎ

ながら坂道を走るランナーと変わ

りありません。

機関車から山火事が…

後年，私が国有林に勤務してか

ら機関車と深いかかわりができた

のも何かの縁でした｡昭和40年代

後半の時期，私は岩手県北部にあ

る岩手営林署に勤務していました

が，春は山火事警防ｶﾖ大事な仕事

でした。

管内の花輪線｢龍が森」（当時は

臨時停車駅）と「岩手松尾」の区

間は急勾配のため，2連または3

連の機関車（86型）がもくもくと

黒煙を吐いて上るので，そのころ

11

剛
解

１四
一
噸
似

卿
」

は撮影の名所といわれました。と

ころが困ったことにその沿線付近

は国有林でした。春の乾燥期は，

機関車の煙に混じる火の粉のため，

よく山火事が出ました。国鉄側も

線路土手の草を焼き払い，機関車

の煙突に金網を付けましたが，決

め手になりませんでした。そこで，

特に乾燥のひどい日や時間帯は，

担当区主任さんが花輪線と並走す

る道路をバイクで列車を追いかけ，

火の粉を警戒したものです。本当

にご苦労さまでした。

やがて花輪線もディーゼル化さ

れ，その心配はなくなりました。

今，時刻表を読むと，「龍が森｣は
あつぴ

r安比高原｣，「岩手松尾」は｢松尾
はちまんたい

八幡平」に駅名を変え，いかにも

観光地らしいペンキぴかぴかな名

前（地元の人には失礼かな…）と

なっています。

日本の技術に立脚して

D51は，わが国の機関車の形式

として最多の製作台数である，

1,115両を記録したそうですが，

両数がD51の1と5から成って
ごろ

おり，語呂が合います。それはさ

ておき，機関車や自動車に限らず

機械は，それを生み出した時代の

社会から遊離することはできませ

ん。久保田さんが「…当時の日本

の工業水準に立脚した堅実な設計

であった。…わが国の線路条件や

輸送要請にも合致しながら，けん

引力とスピード性能のバランスが

とれ，きめ細かく余裕のある設計

が信頼性を高め，乗務員や保守担

当者の歓迎される理由であったと

思う」と書いておられますが，機

械に素人の私もなるほどと思いま

す。

rD51は惜しまれながら花道を

去って行った」と結んでおられま

すが，その意味では，時代の要請

にマッチし，半世紀近くにわたり

第一線で大活躍の場を持った

D51は，大変幸せな機関車でし

た。

その逆の場合が，例えばD52

でありC62でありましょう。D52

は昭和18年,太平洋戦争が苦境に

陥り海上輸送も困難になった時期

に，それを打開して国内輸送力を

増強するために,D51を上回る性

能の機関車として設計製造された

といいます。

しかし，その当時の物資不足か

ら代用品と低品質材料で製造され

休業技術No.6281994.7
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たため，不都合が多かったそうで

す。戦後，粗悪部品を順次取り替

えて優秀機関車として活躍しまし

たが，活躍の場である主要幹線は

いち早く電化されたことから，

華々しく活躍した期間は短かった

そうです。

また,C62は昭和23年，日本復

興のシンボルとして重量145t，

出力1,620馬力の巨体で登場しま

した。登場早々，当時の最優等列

車「つばめ」をけん引して疾走，

狭軌の世界記録速度も更新したと

ﾚいます。

それも華やかな時期は短く，主

要幹線の電化とともに働き場所を

失っていきました。しかも，ロー

カル線のレールではC62の巨体

の重量に耐えられないため、次々

廃車を余儀なくされたとか。

両方ともまさに時代の変化にタ

イミングが合わず，いわば悲運の

機関車というべきでしょう。

B17のこと

D51の記事を読んで，いつか似

たようなことを読んだ感じがしま

した。いくつも本がない棚から取

り出したのは,田辺栄蔵さん著『統

率のパラドックスー闘争と上

林業技術N0.6281994.7

ユーマニズムの狭間』(ダイヤモン

ド社，｜|召和58年発行)です。その

中に「B17「空の要塞」の搭乗員

は、おしなべて，この飛行機を愛

した」で始まる“【信頼】落ちな

い飛行機，，という章があります。

初めの部分にはこうあります。

「良い機械は,機械が人格を帯び

てくる。兵器の場合は特にそうだ。
いす

なにしろ，机や椅子や電卓と違

って，兵器の良否には兵士たちの
か

命が賭かる°性能の優れた兵器は，

兵士たちによって人間のように愛

される。

信頼できる兵器と兵士たちとの

間には血が通うのである。B17は，

そのような兵器だった」

さらに，引用します。

「B17は,第二次大戦中に連合国

側が持った最大の爆撃機でも，も

っとも性能の良い爆撃機でもない。

性能という点から見れば，航続距

離にしても，爆弾の実用搭載力に

しても，コンソリーデーテッド

B24に軍配が上がる。

そのゆえか，第二次大戦を通じ

て,B24はB17の1.5倍も生産さ

れた」

（兵器では,消耗が激しいものは

補充のため多く生産される，とい

う場合もあるのでは…。これは私

のひと言ですが｡）

rB17は,小型機のように操縦し

やすく，上昇力に富み，高空性能

が抜群であったことは事実だが，

そういう性能だけで，搭乗員はあ

る飛行機を愛したりはしない。

B17が搭乗員に愛された理由は，

当然のことながら，彼女（ここで

はB17のこと)の信頼性,涜職性
にあった。

いいかえれば，どれだけの損害

を吸収できる機体か，という基準

である。

B17は，伝説的に「落ちない飛

行機」だった。（以下略)」

何かD51のことをいっている

ような気がしませんか。

おわりに

2月の下旬，父の法要のため私

は秋田にいました。家から1kmく

らいの所に，国鉄工機部の土崎工

場（昔の名前）があります。いわ

ば機関車や車両の維持補修をする

工場（全盛期には，ちょっとした

ものは作りもしたらしい）で，国

内にいくつもありません。

どこかに展示していたD51が

その工場に入場して保守点検中で

あり，久しぶりにD51を相手に関

係者が張り切っている，と地元テ

レビニュースが報じていました。

とりとめもなく思いつくままを
っづ

綴りました。投稿するかどうか迷

いましたが，3月下旬のある日，

昔お世話になった人に会うため新

橋駅前広場で待ち合わせました。

待つ間，広場に展示してあるC11

型機関車をじっくりと見ているう

ちに，投稿することに決めました。

願わくば投稿がボツにならないこ

とを祈るだけです。

（神奈川県横浜市在住）
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〃業蔚顔行箏一覧

月7

区分 行事名 期間 と催剛体／会場／行1$内容等

栃木 市町村森林整備推進検討会
(東日本地区）

全国市町村林盤振興対策協識会／ホテルニューイタヤ(宇都宮市大通り2-4-
6)／今後の市町ﾎ;購林艘鮒計耐制度の円漁な推進と地域の爽悩に即した林
業・山村の振興等に斑するための検討会。

日本木材青壮年団体連合会(千代田区永田町2-4-3永田Ⅲl･ピル，壷()3-3581
-4806)／表彰式＝平成7年5月20H,g111県民会館。

木造建築研究フォラム・北海道常呂郡慨戸町／北海道常呂III職戸町スポーツ
センター／テーマ＝現代日本・木櫛造の可能性。

森林文化協会(東京都中央区築地5-3-2朝日新聞社内，窓03-554()-7686）・
朝日新聞社／石鎚山など。

全図薇等学校林業教育研究協識会・長野県教育委貝会・艮野県間等学校長
会農業部会・長野県農業教育研究会／長野県木曽山林閥等学校（長野県木
曽郡木曽福島町新開4236,盃0264-22-2007．

㈹全国木材組合連合会･東武コミュニティ文化センター／東武百街店池袋店
本館8階屋上／小学生とその保謹者を対象とし．木製IY,を製作してもらい，
木材の素鵬らしさや作る樽びを味わってもらう。キッI､のコース（低学年向
き)，自由工作のコース(間学年向き）ともに往復ハガキでの噸前申し込み制

卿総鞭駕鑓鱸騨1猟識M産響懲畿践駕I&
東武コミュニティ文化センター夏休み親子木工紋室係，盃03-3986-1251,
担当＝山崎b

7-12～13

全国

北海道

愛媛

長野

第19回全国児童.生徒木工
工作コンクール

木造建築"暁フォラム第25
回公開ブォラム

朝日森林体験教室愛媛

7.20～12.31

7.23

7.26へ29

7-28～29第33回全国高等学校林業
教育研究協議会

中央 第9回夏休み親子木工教室 7.30～31
10:30~12

13:30~15
測
刈

月8

区分 行事名 腹雌団体／会場／行リド内容静期間

中央

福井

森林整備低隆の集い 日本治山治水協会・日本林道協会／日本都市センターホール／テーマ＝森林
は人類社会にどのように貢献しているか。

レデイースネットワーク・21／福井県総合グリーンセンター／近年，森林・
林業を取り巻く環境力撒しさを増してきており，豊かな森林づくりや山村の
活性化に新しい風を吹き込むため，女性の能力のより鼎睡的な発揮力棚待さ
れている。このような流れの中で森林･林業に機わる女性を対象としたフォ
ーラムを開催し，21世紀への森林づくりと明るい山村の実現をめざす。

全国緑の少年団連盟･三重県･三重県緑の少年間連盟･㈱国土緑化推進機柵・
紬三重県緑化推進協会／記念式典〈8月8日)＝阿児アリーナ(三堕県志摩郡
阿児町神明1074-14),交流集会(8月8日～10日)=町営登茂山キャンプ場
(三重県志摩郡大王町登茂山2199)／テーマー「育てようゆたかな緑や
さしい心｣。

森林文化救育W暁会／森林文化教育フォーラム(18日)＝長野県丸子町･儒州
国際音楽村rホールこだま｣，森林体験数室（19日)＝長野県小諸市，小海
町，八千穂村／全国の教育関係者と森林･林業関係者力鍾いに実践している
経験を話し合い，効果的な森林と環境学習指導の方向性を見いだす。

細青少年交流協会･野外文化研究所／国立赤城脅年の家/W少年の健全な育
成のため．自然体験学習の指導ができる野外文化活動指導風の蕊成や溌質の
向上等を目的とした研究討論会，実技を含めたシンポジウム。

森と木のまつり実行委員会("0272-23-1111,内線3005)/赤城ふれあいの
鰈／各櫛イベントおよび併雌行事あり。

群馬県木炭協会･群馬県（窓0272-23-1111,内線3043)／山村開発センター
(利根郡片品村)／木炭生産振興を図るための協議･検討会および木炭功労者
の表彰。

全国材錐改良普及協会・全国林業普及指導l職員協識会･全国林業､暁グルー
プ連絡協議会／訪問先一ノルウェー，ドイツ，オース|､リア，スイス，フラ
ンス／ヨーロッパ各鬮の林業視察（*燦機械化の状況，林業経営等)。

8.4

13:棚~17:M

8.4～521ill記の森林づくりフォー
ラムin福井

第5回緑の少年剛金岡大会頭三 8.8～10

長野 第3回森林文化教育フォー
ラム森林体験教室

8.18～19

群馬 第4回野外文化教育シンポ
ジウム

8-18～20

第3回森と木のまつり 8.2］

8.24～25

〃

第48回関東甲信越静木炭
関係ブロック協議会

〃

中央 第26回海外林業視察研修
団（ヨーロッパ）

8.24～9.7

I

林業技術N().6281994.7



l2

人々が血のにじむ思いをしてまで

職人している木造住宅が本当に優

れた性能を持つ住宅だろうか。否

である。街の郊外に位置する住宅

街には築20年でぼろぼろの婆を

さらけ出している木造住宅が，い

やでも目に飛び込んでくる。これ

は木造住宅の重大な欠陥を天下に

さらしているもので見るに耐えな
たぐい

いが，この類の住宅は全国津々

浦々にそれこそ星の数ほど建てら

れているのである。この現実を直

視しないで木造住宅は優れている

といくら叫んでも，それを聞く側

はむなしくなるばかり。そこのと

ころがよくわかってないのでは，

木材業界もお役所も，と考えてし

まう。

木材の側に立つ人は消費者に対

して木を上手に使えという。なる

ほど，法隆寺とまでは言わないま

でも旧家と称する住宅には数百年

を経ていまだ現役のものも沢山あ

る｡だから20年そこらで用をなさ

なくなるのは木を知らず、使い方

あ》か必ぽち沙『

昔長寿，今短命

ン？住宅の話だよ
脇

長い間底を這い続けていた日本けてきた木造率が平成に人ってか

経済も，ここにきてようやく明るら回復，昭和63年の41％が平成

い兆しが見え始めたとする論調が元年43％，3年には46％，4年

新聞の見出しにちらほらと載りだ48％，そして6年には50の大台

し，四半期もお預けを食っていた回復をも期待できるとする向きも

国家予算も6月末をもって無事？また多いと聞く。平成不況の真っ

成立。そのうえ建築着工量も堅実ただ中にあって，まずはこれ慶賀

な伸びを示し，建設省が5月末にすべきことではあります。

発表した建築着工統計によると4だが，しかし，と，ここから少々

月期の住宅着工数が前年同期比物を申したくなる。見当違いであ

116％増，うち持ち家が21.0％，れば平にご容赦を願うこととして。

分譲が62.2％増。反面貸家が林業界も木材業界もお役所も挙げ

13.2％減とのことだが,景気対策て木造住宅は人に優しく優れた性

の柱の1つとして位置づけられた能を持っている，木は地球環境に

こともあって年間の総着工量は昨優しい資源だ，木は再生可能な無

年比10%程度は伸幾塵150万戸を限の資源だ,だから木を使ってく
突破するのは確実と宣う人も多いれと叫ぶ。その限りでは確かにそ

らしい。そのうえ，長期低落を続のとおりである。でも今一般の

外材主導型の価格形成を持つわが国の木材価格4溌籠識ご舞霧漂本の林業9

わが国は，当初国産材の供給不

足を補う形で外材を輸入したが，

外材は，国産材に比べ，供給ロッ

トや流通コスト等の供給面で有利

性を有していることから供給並が

増大し，木材価格面においても，

しだいに外材主導型となった。国

産材の主要樹種であるスギと，そ

れと代替関係にある米ツガの価格

を対比してみると，年々，価格差

は縮小傾向にあり，米材が木材価

格面において大きな影響を及ぼし

てきたことがうかがわれる。丸太

(工場着峨入伽格）は，昭和45年，

スギ(径14～22cm,長3.65～40

m)が米ツガ(径30cm上，長60

m)を26.8%_l二回っていたが，平

成4年には，8．3％下回るに至っ

た。また，製材品（小売業者への

スギと米ツガの価格差の推移
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資料：農林水産省「木材滞給鞭告滑」
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が下手だからそうなったので，

本来木造の寿命は長いものだと

説く。

こう正諭を言われると素人は

引っ込むしかなくなるのである
けんこんいつでき

が，ここで乾坤一郷，おずおず

と物申してみる。法隆寺も旧家

もそして現代の木造豪邸も材木

の乾燥に細心の注意を払ったは

ずだし，角材も割材も板も大断

面のものが使われ，これと職人

の技が三位一体で長寿命を生み

出しているのでは。

翻って現状の木材供給は，乾

燥JAS品が軌道に乗ったとは

聞かないし，寸法は相変わらず

10.5cm角を主体とした細い，

薄い，が一向に改まっていない

のである｡築20年ぼろぼろの責

兵を消費者に転ずるは無責任の
誇り免れぬところ。それを正す

のは景気が上昇気流に転じよう

とする今がラストチャンスと小

声で言っちゃった。

店頭渡し販売mli格）は，昭和45

年，スギ（厚10.5cm,IIIH10.5

cm,長3.65～4.0m)が米ツガ(厚

8.5～9.0cm,幅8.5～9.0cm,長

3.65～4.0m)を30.3%上回って

いたが,平成4年には,5．4％上回

るのみとなった（図)。

わが国の木材価格は，このよう

な状況下にあることに加え，近年

の円高の進展も影響して，長期的

に見れば低迷傾向にあるが，海外

の森林において持続可能な経営が

行われないまま木材貿易が進み，

かつ，わが国の木材価格が外材の

mi格水準の影響を受けるとすれば，

わが国の林業も森林の適正な管理

に必要な経営コス1,を回収するこ

とが，一屑困難となるのみならず，

世界の森林資源の保全と適正な利

用にも悪影響を与えるおそれが

ある。

43

W三壱言刑

野鳥観察会に参加して

5月の休日に自宅近くの公園

で行われた野鳥観察会に参加し

た。鳥については全くの素人で

あるし，このような会に参加す

るのも初めての経験であった。

観察会には50～60名の人た

ちが集まった。

講師の方は本業が画家で，趣

味で自然観察会に加入し長年活

動しているとのことであった。

講師の方からは次のような説

明があった。

①鳥を覚えるコツは，自分の

身近なものを確実に覚える

こと。同じ種類でも，生息

場所等により個体差がある

ので注意して観察すると興

味深いこと

②図鑑はあくまで補助用具で

あり，自分の五感を通して

しっかり観察することが大

切であること

③正確に自然を観察する目を

養うためには,絵をルくの
も一方法であること

講師の方の野鳥を描いた作品

を見せていただいたが，ほとん

ど写真でも見ているように正確

に生き生きと描かれていた。

話は変わるが，先日，次のよ

うな記事を読んだ。

毎日，牛の世話をしている酪

農家の人に牛の耳の位置を尋ね

たところ，正確には答えられず，

年に何度かしか牛を見る機会の

ない画家は，極めて正碓に耳の

位置を示すことができた，とい

うようなことであったと思う。

このエピソードは，ただ単に

対象を眺めているだけでは，た

とえ毎日接していてよくわかっ

ているようでも，基本的なとこ

ろでわかっていないことが住々

にしてある，つまり，観察する
み

目（問題意識）を持って観ると

いうことの大切さを訴えている

のであろう。

しかしながら，観察する目と

いうも．のは，一朝一夕にでき上

がるものではない。日々の積み

上げが大切である。何度も同じ

場所に足を運んだりなど地道な

努力が欠かせない。絵を描いて

みるのも確かにいい方法であろ

う。

私たちが頭の中の理解で知っ

ていると思っていることと，実

際は必ずしも同じではないので

はないかと常に注意する必要が

ある。特に，森林・林業に携わ

る者は，自然を観る確かな目を

養うことが最も基本であろう。

自分も森林に携わる一技術者と

して，その大切さを痛感する。

自然を観察する目ができてく

れば，当然，それに伴って森林，
わ

自然への愛着も湧いてくるであ

ろう。その上に立って専門家た

る知見や技術を積み上げていく

ことが大切である。

私もこの観察会を契機に，自

然の1つ1つを自分の五感で体

験しながら謙虚に学んでいきた

いものだと思う。(K)

(この欄は編築委員が担当しています）
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も，欧州版という地方ページ以外

はすべて東京本社版がそっくりそ

のまま，というの力職力でした(別

に宣伝している訳ではありませんけど)。

たかが2年くらいで，日本，日

本と大げさな，とお思いの諸氏も

おいでになることでしょうが，や

はり手に入るなら，こうした母国

語での情報は欲しいところです。

当時は昭和天皇の病状悪化が伝え

られていたころでしたが，ドイツ

では，天皇が亡くなったというニ

ュースを何度聞かされたことか

－．ラジオ（ドイツの）を聴けば

天皇は亡くなったと言い，テレビ

は重病なのあり，死亡したのあり

(本当に亡くなられたのは,こうしたニュ

ースの数日後でした)。

これだけ世界が狭くなり，瞬時

にしての送信が可能になってさえ

死者が生き返るのが，まだ現代の

世の中なんです。さらに，繰り返

し映し続けられる皇居で土下座し

て祈る人々・報道でさえ，何と記

芝正己の5時からセミナー7

あっ，痛つ； をぐるつと半回転して欧州まで行

っても，はっきり明瞭。その間，

ずっと“国土”が続いているんで

すよ，ソ連は。そんなこと考えた

ことあります？

まあ，これはともかく(NHKには

申し訳ないのですが)，ラジオ放送は

あまり頼りにならないので，朝日

新聞の国際衛星版を取ることにし

ました。欧州版はロンドンで印刷

され，直ちに配達されます。私が

ドイツへ行ってしばらくは，郵便

で1日遅れ。後は車での配達もミ

ュンヘンでは始まって，半日遅れ

で昼には届きました。確か1カ月

2万円ほどで少し値段は張りまし

たが，手間を考えれば妥当なとこ

ろだったでしょう。それに何より

欧州で聴ける日本からのラジオ

放送は，アフリカのモヤビかガボ

ン中継所を経由して送信されてき

ました(ドイツに着いた当時は)。ドイ

ツでも昼夜2～3回は聴けるはず

なので，短波ラジオを持参してい

きましたが，これの雑音の多いこ

と／夕方のは雑音混じりにも何

とか聴こえましたが，ほかの時間

帯は全くダメでした。ロシア語放

送がデン／と居座って，極東から

アフリカ経由電波なんてのは歯が

立たない訳です。いやあ，これに

はつくづくソ連という国は(当時は

ソ連だった)，何とバカでかい国だ

ろうと思いましたね。だって，そ

うじゃありませんか。極東の日本

で聴いても，はっきり明瞭，地球

”
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”
恥
恥 ‐恥鐘&全…｡挙句垂q学尋q琴一幸場…………亭一…､q幸…§吟馳…密

して出版された。造林学の教科書

は，昭和40年に大学教官14名の

共著でr造林学」（朝倉書店)が出

版され,昭和56年に新版となって

以来のものであり，林業技術者の

1人として本書の出版はうれしい

次第である。執筆は，森林総合研

究所での試験研究や大学での教育

指導に携わり，熱帯造林を含む造

林の理論と実践について豊富な経

験と実績を持ち，また森林生態系

に関する知識と応用についても造

詣の深い方々である。

本書は，1.造林学の基礎（佐々

木惠彦)，2.森林土譲（八木久

義)，3.育種（大庭喜八郎)，4.種

子（浅川澄彦)，5.育苗（原田洸，

大庭喜八郎)，6生産構造(藤森隆

郎)，7.密度管理（安藤貴)，8.天

然更新（前田禎三)，9.熱帯造林

(佐々木惠彦，浅川澄彦)で構成さ

森林の有する機能は，木材の生

産等の経済的機能と国土の保全・

水資源のかん謎・鳥獣保謹・森林

レクリエーション等の公益的機能

から成り，これらの機能が重複し

て継続して得られるところに特色

があるが，近年，国民の森林に対

する要請の内容が大きく変化し，

自然保護や保健文化等の環境資源

としての機能が重視されている。

また，最近は森林が地球環境問題

として取り扱われている。

一方，わが国は発展途上国に対

し，造林を中心とした林業技術協

力を十数年にわたって進めてきた

が，この過程で“理境造林”とい

う言葉も生まれている。

こうしたことから，森林生態系

を踏まえた造林技術や熱帯造林に

関する概説書の出現が待望されて

いたが，このたび本書が教科書と

|本の紹介l
佐々木惠彦他著

造林学
基礎の理論と実践技術

本の
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季亭雫幸ﾐ学ご奉学ご鐸､季雫幸甦今、”h

零者の目，視聴者の目の偏りに支

配されているか，というこ

痛感しました。そして，l

けの情報源に頼ることの危

も一己しかし,こうした現

決して海外だけのものでは

ません。日本国内でさえ，

違えども大なり小なり日常

事に起きていることなんで

要は，それに気付けるか気

ないか，の差だけのことで

私たちの分野でだってそ

やありませんか？自分に

のいい数字だけを抜き出し

過大評価を与えてみたり，

議
：

開いて，真実を見極める訓練も

積み重ねたいものですね。

（三重大学生物賀源学部)；
…識………………；

I

球
磨
川
水
源
付
近
（
那
須
正
弘
氏
提
供
）

Ｉ林政拾遣抄

水源の森(球闇1I)

’
5年18,6年22,7年20,計75

haを買い取る計画で，その徴用

9千万円は起債，県費で賄う予

定という。県も「人間と水と緑

のふれあう心身ともにリフレッ

シュできる森林空間を造成した

い」と意欲的である。

球磨川は下流の人たちの飲み

水，パルプエ場の産業用水，流

域一帯の農業用水等の供給源と

して重要であるばかりでなく，｜
水源地域は人吉市や八代市民の

レクリエーションの場としてし

だいにその価値を高めている。

水源地域を村有化して花木，紅

葉木，野鳥飼料木を植栽したり，

キャンプ場，遊歩道を整備して

保健休礎illi値を高め，住民の要，

望にこたえようとしているのが｜

村の姿勢なのである。

「流れはるけき球磨川のそ，

の源を訪ねかし時のにごりに

なじまざる吾等が志操映ず

や」とは，村の湯山小学校校歌
の一節であるが，まさに時の濁

りに汚されない，美しい森林空

間を造ることに期待したい。

（筒井辿夫）

熊本県南部の高山地帯を水源

とし，人吉，八代市を経て八代

海に注ぐ球磨川は，日本三急流

の1つとして古くからその名が

知られている。その上流水源地

帯に位置する水上村は，今「自

然を愛し美しい緑と花と水に包

まれた村をつくりましょう」を

合言葉に，||月和59年から，県南

最大の緑地休菱ゾーンづくりを

目指した村づくりを進めている。

当時の細川知事の提唱した日本

一運動に呼応した「日本一桜の

里づくり」にも取り組んでおり，

観光資源として自然を活用しよ

うとする意気込みが廃んである。

その現地を訪れた。

国見岳(1,987nl)の懐深く，

市房ダムの上流十数kmの位置

にある球磨川水源は，ほとんど

がシデ類，ミズキ，カエデ類の

広葉樹で識われ，それにわずか

のモミ，アカマツ等の針葉樹が

交じる林相であるが，村はその

地の一部を買い取り，生活環境

保全林として盤術しつつある。

もとは私有林であったが，平成

4年に15haを聯入して以降，

れ,造林に必要な基礎知識,種苗・

造林･保育に関する基礎理論と実

践技術について,写真･図表を用い

て簡潔で的確に記述されている。

特に熱帯造林の項は，熱帯林の現

状･課題,熱帯降雨林における天然

更新，人工造林について記述され

ており，また育種をはじめ各項H

にわたり，近年の新しい研究成果

や情報が盛り込まれている。しか

し，ページ数の制約のためと思わ

れるが，更新方法や人工造林等の

一部の解説が省略されているのは

残念である。

本書は，林業技術者・林学を学

ぶ学生にとって最新の造林知識を

得るのに極めて有用な11111$である。

ぜひ，一読することをお勧めし

たい。

（藤蕪辰彦/日本林業技術協会･技術士）
1
1
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本会会員の皆さんはもちろん’どなたでも応募できます/／

平成6年度山火事予知ポスター｢図案｣｢標語｣募集中〃

V
.●山林火災の危険を広く一般の方々に知っていただけるもの，山林火災の予防・森林愛護の必

要性を強調したものとしてください。ただし，未発表の創作に限ります。入選作品のうち特

に優秀なものは，平成6年度本会作製の『山火事予知ポスター』として採用します。

●図案…ほぼ，縦51cm・横36cIn(|四ツ切）の用紙に縦がきとしてください。油彩・水彩・ク

レヨンの別は問いません。なお，作品の裏面にも住所・氏名を必ず明記してください。

・標語･･官製ハガキをご使用ください。点数，文語・口語の別，長さ等は自由です。

●応募作品は一切お返ししません。入賞作品の著作権は，すべて伽日本林業技術協会に帰臓す

ることとします。入賞者には直接通知するとともに，本誌11月号に発表します。

●締切は平成6年9月30日（当日消印有効）です。

●入賞･･･l等（図案・標語の部各1名)，2等（同各2名)，佳作（同各若干名)。入賞者には記
念品を贈呈します。

主催／細日本林業技術協会
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‘離"鶴錨鎖･蔚控，犠錬""辮鼠識榊一."･-馴遡…鰯"瀞編集部

さざえのつぶやき「木の幹に聴
診器を当てると，樹体内を水が流れ

る音が聞こえるというが本当だろう

か」テレビで見たのでという問合せ

があった。電話の相手は3大紙の記

者である。「ついては，樹体内の水の
動きのメカニズムについて取材した

い｣ということである。前間について
は体験がないのでr何か聞こえるだ
ろうが“？"」後のほうはオーソリテ

ィを紹介しておいた。
木も人間と同じ生き物なのだと強

調したいために血液だの鼓動だのと
表現するのは，幼児向けならまだし

もr科学ドキュメント」と称するから
には避けるべきだろう。こんなこと

もあった｡ブナの幹に差し込んだ成長

錐を抜いたところ，その穴から一瞬水

がほとばしり出た｡｢ブナの木は水を
貯える力がこんなに強いのです｣小生

絶句｡相手は恐竜並みの影響力。さざ
えでは太刀打ちできない。（喝三度）

雑記“熱鵬韓愚"…麓“…鶴蝿"…"蘭幽

アマガエル警報埼玉県春|ﾖ部市
牛島に，樹齢1,200年余といわれる

フジの古木がある。「牛島の藤」と呼
ばれている斌最寄りの駅名(東武野
田線）は｢藤の牛島」という。最長花
房2.7m,根元の断面積10m2,花色

は藤紫,藤棚の面積700m2.花時の眺
めは圧巻であり，下垂する花房群に
身を紛れ込ませれば漂う，ほのかで
筒貴な香りがまた憎い。
観賞しきり，と，アマガエルがしき
りに鳴き始めた。

クァクァクァ／クェクェクェ／

穏やかな日和だったので雨具を持

っていなかった。心なしか冷たい風

を感じると，さあ心配だ｡藤棚では雨
をしのげない。「牛島の藤」から「藤
の牛島｣へと急ぐ。駅舎で感謝感激雨
あられを降らせたのはいうまでもな

い。あらためて生物計アマガエル号

の威力を実感した次第。
（山遊亭明朝）

◎海外出張

○6/12～7/26,氏家参事，久道課
長，6/22～7/21，野村課長，林
（信）主任研究員，6/22～7/26，
市川主任調査員をアルゼンティ
ン国チャコ地域森林資源調査の

ため同国に派遣した。
○6/11～7/5，浅香国際事業部次
長をチリ半乾燥地治山プロジェ

クト施工監理のためチリ国に派
過した。

o6/26～7/9,小林顧問をインド
ネシア国熱帯降雨林プロジェク

ト評mliのため同国に派遣した。
◎調査研究部関係業務

6/28,水源地森林機能研究会を

本会にて開催した。

◎職員研修(森林調査部門)実施
6/7～10,宮部秀一ほか9名に対

し,初任者等職員研修を行い,実習
は平塚営林署管内泉国有林（本会

分収造林地）において実施した。
◎番町クラブ6月例会

6/17,本会において毎日新聞社
論説委員・苫米地重亨氏を講師と
して「当面の政局と政界再編の行

方」と題する講演･質疑を行った。
◎人事異動（6月11~I付）
命東北事務所長事務取扱

常務理事照井蛸男

（6月30日付）
定年退職主任研究員菊池章

林業技術第628号平成6年7月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会

〒102束京都千代田区六番町7TEL.03(3261)5281(代）
振替00130-8-60448番FAX.03(3261)5393(代）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby

TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJA印N

〔普通会費3,500円・学生会賀2,500円・終身会費個人)30,000円〕

林業技術No.6281994.7



隔
週
刊
林
政
ニ
ュ
ー
ス

岩
井
吉
彌
編
著

国
有
林
野
経
営
計
画
研
究
会
編
Ａ
５
判
四
一
○
頁
上
製
三
、
○
○
○
円
（
〒
型

国
有
林
野
経
営
の
解
説

規
程

新
・
木
材
消
費
論

最
新
の
林
政
ニ
ュ
ー
ス
を
追
跡
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
「
ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』
、

政
策
・
予
算
の
背
景
、
人
事
異
動
評
等
を
問
答
形
式
で
掘
り
下
げ
る
『
緑
風
対
談
』
、
都
道
府

県
・
市
町
村
の
最
新
動
向
を
伝
え
る
「
地
方
の
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
を
満
載
ノ

各
号
Ｂ
５
判
如
頁
年
間
購
読
料
一
四
餅
四
○
○
円
（
月
一
、
二
○
○
円
、
消
費
税
・
送
料
込
み
）

プ
レ
カ
ッ
ト
材
／
木
製
サ
ッ
シ
／
ロ
グ
ハ
ウ
ス
／
Ｄ
ｌ
Ｙ
材
／
大
型
建
築
物
の
イ
ン
テ
リ
ア

材
／
構
造
用
大
断
面
集
成
材
／
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
材
／
割
箸
／
木
炭
’
九
分
野
に
わ

た
っ
て
、
現
場
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
木
材
の
新
し
い
使
わ
れ
方
、
対
応
策
を
考
え
る
！

機
能
類
型
に
応
じ
た
森
林
施
業
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
し
た
、
画
期
的
な
経
営
規
程
の
す

べ
て
を
逐
条
解
説
す
る
と
と
も
に
、
関
係
通
達
。
参
考
資
料
等
を
収
め
た
最
新
版
／
，

《
目
次
か
ら
》
第
１
国
有
林
野
経
営
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
／
第
２
国
有
林
野
経
営
規

程
の
逐
条
解
説
／
第
３
主
要
関
係
通
達
等
／
参
考
資
料

霞
が
関
発
林
政
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

好
評
発
売
中
〃
《

ｌ
生
産
。
加
工
・
流
通
の
現
状
と
未
来
Ｉ

ｊ
△
ｒ
ｌ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
４
ｒ
‐

四
六
判
二
六
四
頁
二
、
○
○
○
円
（
〒
川
）

好評既刊

正
し
い
作
業
の

や
、
ソ
方
難
誕
報
ら

ス
リ
ー
エ
ム
研
究
会
編
一
、
八
○
○
円
（
〒
刎
）

騨
で
森
と
木
と
く
ら
し

の
な
ん
で
も
相
談
室

森
林
研
究
会
編
一
、
七
○
○
円
（
〒
型

ョ
－
ロ
ッ
パ
の

森
林
と
林
産
業

岩
井
吉
彌
著
二
、
○
○
○
円
（
〒
川
）

写
真
と
図
で
学
ぶ

林
野
庁
監
修
一
、
二
○
○
円
（
〒
川
）

林
業
・

木
材

わ
か
り

や
す
いの
税
金

森
林
・
林
業
・

木
材
辞
典
鵜
で
う

編
集
協
力
林
野
庁
二
、
五
○
○
円
（
〒
川
）

地
域
住
宅
市
場

の
研
究
謀
蒸
篭

菊
間
満
著
二
、
○
○
○
円
（
〒
Ⅷ
）

’|日本林業
〒162束京都新宿区市谷本村町3－26：ホワイトビ
電話(03)3269-3911振替(東京)6-98120番FAX(03)3268-

ごル内
-5261調杳会日本日



Ｌ
・
Ｓ
・
デ
イ
ビ
ス
／
Ｋ
・
Ｎ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
箸

野
村
勇
監
修
。
訳
／
杉
村
聡
訳

Ａ
Ｓ
判
／
上
製

定
価
４
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円

（
下
巻
Ⅶ
月
刊
行
予
定
）

●
本
書
は
発
刊
以
来
改
訂
を
重
ね
て
、
如
年
も
の
間
、

肚
界
中
で
読
み
続
け
ら
れ
て
い
る
森
林
経
営
学
に
つ

い
て
の
総
合
的
な
教
科
書
・
参
考
書
で
す
。

●
い
ま
ま
で
測
樹
学
、
森
林
評
価
学
、
林
業
経
済
学
な

ど
別
個
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
が
、
本
書
の
中
で

は
一
体
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
水
資
源
の
確
保
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
要
求
、

野
生
動
物
の
保
誰
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
公
益
的
機
能
の

確
保
増
大
と
い
っ
た
、
経
済
外
的
目
的
を
も
、
計
数

的
評
価
を
試
み
、
森
林
経
営
の
枠
組
み
の
中
に
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

●
、
モ
な
手
法
と
し
て
、
線
形
計
画
法
、
し
か
も
極
め
て

実
践
的
で
利
用
し
や
す
い
伊
冒
口
○
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

●
現
在
、
森
林
経
営
、
林
業
行
政
に
携
わ
る
方
々
に
と

っ
て
、
ま
た
、
今
後
そ
れ
を
志
す
人
々
・
学
生
に
と

っ
て
良
き
相
談
相
手
と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
必
読

の
文
献
で
す
。 経

営
学
（
上
）

マグロウヒル出洲
お問合せ・資料請求は
(03)3542-8821まで

〒104東京都中央区銀座4-14-11(77ビル）

二、●開発調査。環境アセスメントに空中写真／

然
、
ノ
や
に
容
化

苛
舩
瞭
州

諏
嶬
癖
鵬
榧

瞭

ｊ在

目

荊
坤
函
誠
確

現

駆
術
立
口
氾

日
示
定

式
１
幅
つ
痔
識

蜘
訓
鰯
刈
硫
脚
》
職
無
攝
難
諜
一

１
図
予

月
果
影

酷
見

＠

機
の
別
『
’
’
１
伴
き
れ
過
的
ｎ
Ｕ

－
係
果
関
の
区
：
に
で
さ
・
も
，

鐸
酔
職
函
秘
認
《
》
》
》
一
恥

盲
売写

由
甲
売
エ



謹三:≦
菫＝一

難｡繍蝋繍鳥逢順#＝

璽

~＝鳳須

竺

一

廓

一

震菱一
迫戸竺戸

》
》一

一

一

′敷綴口織/識/華讓/敷織/識/識
孤岬噸DﾉGﾉ刀ZWGAREA－Lﾉ帷ME潅月

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
明
け

ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ニ
ク
ス
α
Ｉ
誕
生
。

圃調SilperPZA a
■標邸ﾀｲブ¥198,000(ACｱダﾌ9ﾀ､聯川ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ付）

■プリンタﾀｲブ¥230,000(ACｱﾀ゙'ﾌ次､＃川ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹーｽ､ロール紙付･)

タマヤのスーパープラニクスαは､①ﾉ轆標②辺長③線

曇④i薊枇⑤半径⑥図‘じ、⑦三斜(底辺･高さ･面繊）

⑧角度(2辺腫･狭角)の豊富な測定機能を持づていま-すも

オプションとして16ｷ行小型プリンタ、RS-232Cインターフェ

イスケーブフレ､無線によるワイヤレスモテ喝ムのいずれか力芸按

"Twj.能で･すも

名器PLANIX5000の優れた磯能を繩"寵･発展させたスF一

ノゼーフ噸ラニクスα､抜群のコストノぐフォーマンスで図形測定

のスー'ぐ－テツぐイス新登場。

－－＝

S包りEfPLArd

ゾコン

勇
一

L･ﾉコン

z￥ナ24F

罪 ､＝ー一一一

句珍今en-f■

一一＝

4陣$9

保
与
』

j“rPLANIXa

タマヤ計測ニノコテム繍式芸社
&T7AM 〒104束京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719



●

甲
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
”
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●

●

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

平
成
六
年
七
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
Ｂ
第
三
種
郵
便
物
粥
（
毎
月
一
回
十
⑥
発
行
）
林
業
技
術
菫
ハ
一
一
八
号

プ
ラ
ス

●
●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研

究センター，大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165円）

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所．熱帯農業研・

究センター．大学ほか91名によ･

る 執筆．
●

●四/六判219ページ．

●定価1,200円｡

（本体1,165円）。
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●④●●e●●●●●●●●●●●
｡●●●●●密●｡●⑨●･●●砧・●●●。o●・●●●●●●●あり
● ●

｡

●
＠
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

霧とがの
サベエンメ

●(社)日本林業技術協会編集5．(社)日本林業技術協会企画
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	表1

	表2

	1994年7月号目次

	論壇_海の生物生産に果たす森林の役割

	個性ある施業技術は今…Ⅲ_木頭林業

	個性ある施業技術は今…Ⅲ_吉野林業の過去･現在･未来

	個性ある施業技術は今…Ⅲ_北山林業とその育林技術の歴史的変化

	あの山はどうなった25_スギ，ヒノキ39年生巣植え試験林

	技術情報

	森へのいざない-親林活動をサポートする44_都市住民が風致林施業を始めた

	未利用資源の有効利用6__最終回_間伐材端材等の炭化と利用

	日本人の長寿食4_おかあさんのみそ汁は”薬”

	人生至る所に4_タイ国見聞録(1)熱帯山地マツ天然林

	会員の広場_往年のD51がまぶたに…新年号｢名機D51はなぜもてたか｣を読んで

	林業関係行事一覧

	傍目八木_昔長寿，今短命_ン？住宅の話だよ／統計にみる日本の林業_外材主導型の価格形成を持つわが国の木材価格／こだま_野鳥観察会に参加して

	芝正己の5時からセミナー7_あっ，痛っ／本の紹介_造林学／林政拾遺抄_水源の森(球磨川)

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


